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行政常任委員会 

 

令 和 ２ 年 ３ 月 １ ９ 日 （ 木 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  おはようございます。昨日に引き続き、常任委員会を開会

いたします。 

 欠席されている委員は、髙村委員が病欠のため欠席されております。 

 紀北町の議会が終了いたしまして予算が可決されたということで、市長が一言発

言したいということでございますので、よろしくお願いします。 

○加藤市長  おはようございます。 

 昨日、紀北町議会が閉会されまして、全議案可決されたという報道がなされまし

た。したがいまして、紀北町からの尾鷲総合病院の協力金の４,４００万が一応可

決されたということで、無事これが通ったということで御報告させていただきたい

と思っております。 

 紀北町長には、改めて私のほうからお礼にお伺いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  それでは、商工観光に係る議案第１８号、令和元年度尾鷲

市一般会計補正予算（第８号）の議決についてと議案第１３号、令和２年度尾鷲市

一般会計予算の議決についての２議案の審査をしていただきます。よろしくお願い

します。 

 それでは、最初に、議案１８号の説明を求めます。 

○大和商工観光課長  すみません、よろしくお願いいたします。 

 本日の委員会におきましては、令和元年度尾鷲市一般会計補正予算（第８号）及

び予算説明書、令和２年度尾鷲市一般会計予算書及び主要施策の予算概要に加え、

商工観光課の資料を用いて御説明させていただきます。 

 それでは、行政常任委員会進行表に従いまして御説明させていただきます。 

 議案第１８号、令和元年度尾鷲市一般会計補正予算（第８号）の議決についての

うち、商工観光課に係る部分を御説明させていただきます。 

 歳出でございます。 

 補正予算書の４４、４５ページを御覧ください。通知いたします。 

 ページ下段の６款商工費、１項商工費、２目商工振興費でございます。補正額が
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２８万５,０００円の減額で、財源内訳は全て一般財源でございます。これは１９

節負担金、補助及び交付金における細目商工振興事業のうち、４７ページ上段の尾

鷲市中小企業融資信用保証料補給金２８万５,０００円の減額は、補給金額の確定

により減額するものでございます。 

 次に、３目観光費でございます。補正額６３万６,０００円の減額で、財源内訳

は全て一般財源でございます。 

 １３節委託料における細目観光施設管理整備事業のうち観光トイレ管理業務委託

料６３万６,０００円の減額は、トイレ管理業務委託の入札差金による減額でござ

います。 

 以上が令和元年度尾鷲市一般会計補正予算（第８号）についての説明とさせてい

ただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  議案第１８号の説明が終わりましたので、御質疑ある方は

御発言をお願いします。 

○小川委員  参考までにお聞かせ願いたいんですけど、４７ページの補給金のと

ころ、これ、認定数というのは大体何件ぐらいあるんですか。 

○大和商工観光課長  すみません、数字、数というのはちょっと今、持ち合わせ

ておりませんので、また後ほど御報告させていただきます。 

○南委員  同じく４７ページの観光トイレの管理の入札差金ということで６３万

６,０００円の説明いただいたんですけれども、これはどこのトイレなんですか。 

○大和商工観光課長  これは黒の浜と、それから、八鬼山の入り口、尾鷲駅前の

トイレ、四つでございます。 

○南委員  これは一括入札をするわけで、元は幾らやったんですか。 

○大和商工観光課長  当初予算額が１１４万４,０００円でございます。 

（「えらい差額やね。ありがとう」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、議案第１８号の審査を終了い

たします。 

 続きまして、議案第１３号の説明を求めます。 

○大和商工観光課長  それでは、議案第１３号、令和２年度尾鷲市一般会計予算

の議決についてのうち、商工観光課に係る部分を御説明させていただきます。 

 まず、歳入についてでございます。 
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 当初予算書の２２、２３ページを御覧ください。通知いたします。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、４目農林水産業使用料２５８万７,００

０円のうち、当課に係るものが２節水産業使用料のうち、深層水使用料２００万円

と総合交流施設使用料１万円でございます。どちらもアクアステーションにおける

使用料でございます。 

 次に、５目商工使用料につきましては、本年度予算額１万円、これは全て１節商

工使用料であり、あすなろ工房使用料でございます。 

 次に、予算書の３６、３７ページを御覧ください。通知いたします。 

 １５款県支出金、３項委託金、２目商工費委託金９８万９,０００円でございま

す。これは、熊野古道沿いのトイレ等の維持管理に係る近畿自然歩道維持管理委託

金７８万９,０００円と三木浦マリンパークの維持管理に係る県単漁港環境整備事

業委託金２０万円でございます。 

 次に、予算書の４２、４３ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入２,２８９万１,０００円の

うち、４３ページの下段にありますＤＯＮＥＴ負担金７５万３,０００円は防災危

機管理課より説明がされたもので、そのうち１７万８,０００円が海洋深層水推進

事業に充当されますので、歳出で御説明させていただきます。 

 次に、４５ページの５節商工費雑入１９万６,０００円で、三木里海水浴場ＰＲ

用ポスター作成地元負担金１万７,０００円は、ポスター作成に係る地元の負担金

でございます。 

 まちかどＨＯＴセンター電気使用料１７万９,０００円は、観光物産協会の電気

等の使用料収入でございます。 

 以上、歳入について御説明でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 なお、人件費につきましては総務課より説明されていますので、割愛させていた

だきます。 

 予算書２１６、２１７ページを御覧ください。 

 ５款農林水産業費、４項水産業費、５目海洋深層水事業費につきましては、本年

度予算額２,０１１万円で、対前年度比５３２万５,０００円の増額で、アクアステ

ーションの取水ストレーナー取替工事が増額の主な要因となっております。財源内

訳は、地方債４９０万円、その他特定財源である深層水に係る使用料等２１８万８,

０００円、残り、一般財源が１,３０２万２,０００円でございます。 
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 細目海洋深層水推進事業の主な予算につきましては、２１９ページの需用費６６

４万６,０００円で、消耗品１５０万円はアクアスステーションの保守点検に係る

脱塩装置等の消耗品で、光熱水費３０５万円はアクアステーションの電気代が主な

ものでございます。 

 委託料７２８万７,０００円は、水質検査委託料２０６万８,０００円、海洋深層

水施設機器保守点検業務委託料４６８万６,０００円が主なものでございます。内

容につきましては、担当から御説明させていただきます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、通知をいたします。 

 主要施策の７８ページを御覧ください。 

 海洋深層水推進事業につきまして説明させていただきます。 

 本事業は平成１８年度より、海洋深層水の特性を生かして、水産分野をはじめ、

その他産業での利活用により地域産業の活性化を図ることを目的として事業を実施

しております。 

 令和２年度の事業といたしましては、利用促進事業では地域内外の事業者や市内

の一般家庭での海洋深層水の利用はもちろん、あらゆる媒体により情報発信を実施

し、より多く海洋深層水、みえ尾鷲海洋深層水を御利用いただけるように事業を推

進するとともに、利用推進協議会への参加を促進し、一つでも多くの商品にブラン

ドマークを御利用いただくために事業を行ってまいります。 

 また、分水施設でありますアクアステーションに関しましては、安定的に高品質

の海洋深層水が提供できるように、適正な運営管理を実施してまいります。そのた

めに令和２年度には、排水ポンプの修繕やストレーナー１基の取替工事を予定して

おります。ストレーナーの件に関しましては、後ほど詳細を御説明差し上げます。 

 予算の主なものといたしましては、需用費では深層水淡水化装置等消耗品や電気

代、排水ポンプなどの修繕などで６６４万６,０００円、役務費は浄化槽の保守点

検や灯浮標の点検及び清掃業務などで９５万４,０００円、委託料として海洋深層

水の水質検査や機器保守点検業務などで７２８万７,０００円、工事請負費はスト

レーナーの取替工事費４９３万７,０００円でございます。 

 令和２年の事業費といたしまして、合計で２,０１１万円。財源といたしまして

は、深層水使用料２００万円、総合交流施設使用料１万円、また、令和２年度から

は、防災科学技術研究所から灯浮標に係る費用負担として１７万８,０００円の歳

入を見込み、起債として４８０万円を充当し、残る１,３０２万２,０００円を一般

会計といたします。 
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 通知いたします。資料を御覧ください。少々お待ちください。すみません、お待

たせいたしました。ストレーナーの取替工事につきまして、詳細を御説明差し上げ

ます。 

 お示しした資料の左上の図面を御覧ください。本施設におきましては、ストレー

ナーを含むポンプアップ設備を２系統有しております。赤字で示しておりますナン

バー１とナンバー２でございます。これは、交互運転することでポンプアップ設備

の長寿命化を図ることと、どちらかに事故があった場合に、代替として即時に運転

稼働ができるように整備するものでございます。 

 右の写真を御覧ください。奥にあるのがナンバー１で、手前が取替え予定のナン

バー２です。ナンバー１に関しましては、平成３０年度に亀裂が生じ、海洋深層水

が漏れ出したために、取替工事を既に実施しております。 

 下の写真を御覧ください。今回、水漏れに関しましては赤いテープでお示しして

いるところで、内側からも確認をいたしましたところ、うっすらと分かる程度では

ありましたが、クラックが生じておりました。水漏れの程度といたしましては、ポ

ンプが停止した際にコップ１杯程度の海洋深層水が染み出すというものでございま

す。このようなことから、まずは応急処置なども実施し、長寿命化を試みましたが、

水漏れは止まりませんでした。 

 仮に、現在安定稼働しておりますナンバー１のポンプ施設が何らかの故障で停止

した場合、安定して海洋深層水を供給することができなくなりますので、令和２年

当初予算に取替工事４９３万７,０００円を計上いたしました。 

 海洋深層水事業は以上です。 

○大和商工観光課長  次に、予算書２２０、２２１ページにお戻りください。通

知いたします。 

 予算書下段の６款商工費、１項商工費、２目商工振興費につきましては、本年度

予算額９６３万１,０００円で、対前年度比５４万６,０００円の増額でございます。

財政内訳は、国県支出金１３８万４,０００円、そのうち、その他特定財源１万円、

一般財源が８２３万７,０００円でございます。 

 細目商工振興事業につきましては６２６万円で、次ページ、２２２、２２３ペー

ジを御覧ください。主なものとしましては、負担金、補助及び交付金５８４万３,

０００円で、尾鷲市中小企業融資信用保証料補給金８７万６,０００円、尾鷲商工

会議所及び中小企業相談所補助金３６０万円などでございます。内容につきまして

は、担当から詳細説明させていただきます。 
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○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、通知いたします。 

 主要施策の７９ページを御覧ください。 

 それでは、商工振興事業について説明いたします。 

 本事業は、尾鷲商工会議所などと関係する団体と連携し、市内の小規模事業者の

経営支援を実施するとともに、地域経済に関する事業に対して補助金を交付し、活

性化を図ることを目的としております。事業といたしましては、中小企業融資信用

保証料補給金や尾鷲商工会議所及び中小企業相談所補助金、小規模事業者振興資金

利子補給事業を実施するとともに、尾鷲イタダキ市などへの補助金も交付を行いま

す。 

 主なものといたしまして、需用費といたしましては光熱水費などで２４万１,０

００円、コピー機の使用料で１２万９,０００円、負担金、補助及び交付金として

５８４万３,０００円。令和２年の事業費といたしましては合計で６２６万円であ

り、財源といたしましてはその他特定財源で、あすなろ工房の使用料１万円を見込

み、それ以外を一般財源といたします。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う中小企業・小規模企業への対策に

関しまして、国や県などからの支援策が示されており、これらは令和２年度の本市

の事業にも大きく影響するものと考えておりますので、資料をもちまして報告させ

ていただきます。通知いたします。 

 資料の２ページを御覧ください。 

 こちらでお示しさせていただいた資料というものが、昨日３月１８日付で三重県

がプレスリリースした資料でございます。特に尾鷲市に関係するところでございま

すので、抜粋して掲載させていただきました。 

 現在、県の融資制度として、従業員が少なく事業規模の小さい中小企業等に対し

て、新型コロナウイルスの影響があった場合に、ここにお示ししております制度の

規制緩和等が実施されております。 

 一部紹介いたしますと、融資対象の欄を御覧ください。保証４号を例に取ります

と、これまでは３か月間の実績値で２０％の減収がないと融資は受けられませんで

したが、規制緩和により１か月の実績と、後２か月の見込みがあれば融資が可能と

なりました。また、５号では、これまで１９２業種が適用事業種でございましたが、

それが５０８業種にまで拡大され、これまでは対象外でありました旅館やホテル、

飲食店などが対象となりました。 

 そのほかにも、経済産業省では、資金繰りや設備投資、販路拡大、経営環境の整
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備などに対して支援を実施しております。これらの情報は、商工観光課のホームペ

ージにもそのリンクを掲載しております。 

 今後もさらに国や県から新型コロナウイルス感染症の影響による企業経営支援策

が打ち出されると考えておりますので、本市といたしましても情報をいち早く把握

するとともに、対応してまいりたいと考えております。 

 なお、企業の経営支援等の具体的な融資に関しましては、中小企業金融相談窓口

や金融取引の金融機関に直接お問合せいただきたいと考えております。 

 商工振興事業は以上でございます。 

○大和商工観光課長  それでは、予算書の２２２、２２３ページにお戻りくださ

い。通知いたします。 

 次に、細目産業開発促進事業につきましては３３７万１,０００円で、次ページ

の２２４、２２５ページを御覧ください。主なものといたしましては、負担金、補

助及び交付金が２４７万４,０００円で、食の産業開発促進事業補助金２００万円

等の補助金でございます。内容につきましては、担当から御説明させていただきま

す。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、通知いたします。 

 主要施策の８０ページを御覧ください。 

 産業開発促進事業は、事業者や関係する団体と連携し、産業開発を推進するとと

もに、販路開発を行い、地域経済の活性化を図ることを目的に事業を推進しており

ます。事業といたしましては、販路開拓事業として、本市の特産品をより多くの場

所で販売するために、事業者等と連携した売り込みを実施するとともに、新たな試

みとして、新型コロナウイルス感染症予防対策のために中止となりましたが、新名

神高速道路の土山サービスエリアでの観光物産ＰＲイベントなどを令和２年には実

施してまいりたいと考えております。 

 また、東京で開催されますスーパーマーケット・トレードショーなどにも参加し、

あらゆるチャネルを利用して、尾鷲の物産を売り出すために鋭意事業を実施してま

いりたいと考えております。 

 また、食の産業開発事業では、特産品の開発を実施するとともに、その販路とし

てインターネットでの販売を目指すなど、尾鷲観光物産協会などと連携した事業を

実施する予定です。 

 予算としては、バイヤーを尾鷲に招聘し、より多くの事業者と商談を行うことの

できる機会を創出するための報償費として１０万円、ヤーヤ便のＰＲをはじめ、物
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産展への参加などの旅費５４万６,０００円、負担金、補助及び交付金として、ス

ーパーマーケット・トレードショーへの出展負担金や食の産業開発事業補助金など

で合計２４７万４,０００円。令和２年の事業費といたしましては合計で３３７万

１,０００円で、財源といたしましては、地方創生推進交付金が１３８万４,０００

円、それ以外の１９８万７,０００円を一般財源といたします。 

 産業開発促進事業は以上でございます。 

○大和商工観光課長  それでは、予算書の２２４、２２５ページにお戻りくださ

い。 

 次に、同項３目観光費、本年度予算額が４,６１９万８,０００円で、対前年度比

が３００万５,０００円の減額でございます。財源内訳は、国県支出金３０７万４,

０００円、その他特定財源１９万６,０００円、一般財源が４,２９２万８,０００

円でございます。 

 細目観光振興事業につきましては２,０４５万４,０００円で、主なものといたし

ましては、次ページ、２２６ページ、２２７ページの負担金、補助及び交付金が１,

９０９万４,０００円でございます。 

 委託金の７７万円は、国の地方創生交付金を活用し、本市の魅力を集約した観光

パンフレットを１万部及びリーフレット２万５,０００部の作成委託でございます。 

 負担金では、東紀州地域振興公社負担金２８０万円で、これは国の地方創生交付

金事業を活用し、県及び東紀州５市町が連携して、外国人を含めた観光客の誘致等

を進めるため、東紀州地域振興公社を法人化し、地域の関係団体との連携を担う観

光ＤＭＯの設立により事業展開を図っていくものでございます。 

 また、新規といたしまして、南部地域活性化基金事業負担金２０万円を計上して

おります。 

 補助金では、尾鷲観光物産協会補助金１,０３９万６,０００円で、そのうち、先

ほど補佐が説明した中にもありましたように、６０万円が地方創生交付金を活用し

たネット店舗等の販路拡大支援事業を含んでおります。 

 イベントの補助としましては、尾鷲節コンクールが２００万円、おわせ港まつり

の補助金が２００万円などとしており、新たに集客交流事業推進事業制度を創設し、

集客拡大につなげていくものでございます。内容につきましては、担当係長より説

明させていただきます。 

○苫谷商工観光課係長  御説明いたします。 

 観光振興事業につきましては、地域資源を活用した集客交流事業を推進し、観光
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施設や町なかでの滞留による交流人口の増加と地域経済の活性化を図るため、関係

団体と連携した取組を行ってまいります。 

 東紀州振興公社負担金の観光ＤＭＯ事業分につきましては、地方創生交付金を活

用し、三重県と東紀州５市町がインバウンドを中心に東紀州地域への誘客促進や交

流人口の増加を目指し、専門人材の育成、訪日外国人受入れ環境整備などのベース

の取組に加え、情報発信やセールス活動などを行うものでございます。 

 委託料７７万円につきましては、地方創生交付金を活用し、新たな観光パンフレ

ットの作成を予定いたしております。 

 新たな負担金といたしまして南部地域活性化基金事業負担金２０万円でございま

すが、仮称アクアイグニス多気としてプロジェクトが開始し、年間６００万から８

００万人の来場者目標を掲げるＶＩＳＯＮが開業する好機を生かし、三重県の南部

地域活性化基金を活用し、南部８市町が共同で情報発信の拠点設置及び南部地域へ

の周遊促進と関係人口づくりを行うプラン作成などに取り組むものでございます。 

 また、新たな観光振興補助金であります集客交流事業推進補助金につきましては、

市内の団体が実施する大規模なイベントにおいて、集客効果、ＳＮＳ等を活用した

情報発信力による幅広い年齢層への尾鷲のＰＲ効果は大きいものがあります。そこ

で、イベント開催により地域内外から町なかへの誘客を図ることを目的とした集客

交流事業を支援することで、尾鷲市のＰＲ、広く市内のにぎわいづくりに寄与し、

市内の活性化につなげていくため、提案により、さらなる集客拡大の効果が見込め

る事業を対象事業とし、事業費に要する一部を補助金として交付するもので、令和

２年度は１件、上限３０万円を予定しております。 

 なお、おわせ港まつり補助金でございますが、来年度は第７０回の周年大会とな

ることから２５万円増額し、２００万円を計上いたしております。事業費につきま

しては２,０４５万４,０００円、内訳につきましては、国庫支出金といたしまして

地方創生推進交付金２０８万５,０００円、その他特定財源といたしまして三木里

海水浴場ＰＲ用ポスター作成地元負担金１万７,０００円、それ以外の１,８３５万

２,０００円が一般財源でございます。 

 説明は以上でございます。 

○大和商工観光課長  予算書の２２６、２２７ページにお戻りください。 

 次に、細目熊野古道活用事業につきましては２０７万５,０００円で、この内容

につきましては、土日祝日に来訪者の対応を行うおわせふるさとガイドの運営委託

料４７万５,０００円と、おわせ海・山ツーデーウォーク大会運営に係る委託料１
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６０万円でございます。 

 次に、細目観光施設管理整備事業につきましては２,３６６万９,０００円で、主

なものにつきましては、需用費５７２万３,０００円のうち修繕料３６６万円は、

夢古道をはじめ、各施設及び観光トイレ等の修繕料でございます。 

 次ページを御覧ください。 

 役務費４７６万２,０００円のうち、所管する観光トイレの浄化槽保守点検手数

料３３２万５,０００円でございます。また、夢古道おわせ空調機洗浄手数料８１

万円につきましては、これまで修繕料から支払っておりましたが、監査のほうの指

摘もありまして、手数料のほうに計上しております。 

 委託料１,１６４万４,０００円のうち、観光トイレ管理業務委託料１２０万４,

０００円をはじめ、三木里野鳥の小径や馬越公園など各観光施設の管理委託及び夢

古道おわせ指定管理料９３４万４,０００円につきましては、本年度より３か年の

債務負担行為をお認めいただいたものでございます。 

 工事請負費１４０万８,０００円につきましては、夢古道おわせテラス、古民家

のほうですけど、テラスの手すりの改修工事でございます。内容につきましては、

担当から御説明させていただきます。 

○苫谷商工観光課係長  観光施設管理整備事業につきましては、熊野古道の来訪

客や尾鷲を訪れた観光客の憩いの場を提供するため、観光受入れ施設の充実を図り、

町なか等での滞留による交流人口の増加、地域経済の活性化を図るものでございま

す。事業内容といたしましては、地域資源活用型総合交流施設、夢古道おわせの適

正な管理運営、市内観光トイレ、公園等の維持管理でございます。 

 事業費につきましては２,３６６万９,０００円、内訳につきましては、県支出金

といたしまして、近畿自然歩道維持管理委託金７８万９,０００円、県単漁港環境

事業委託金２０万円、その他特定財源といたしまして、まちかどＨＯＴセンター電

気使用料１７万９,０００円、それ以外の２,２５０万１,０００円が一般財源でご

ざいます。 

 資料３を御覧ください。 

 夢古道おわせテラス手すり改修工事につきまして御説明いたします。 

 昨年１０月の台風１９号により、写真上段のとおり、古民家屋外デッキに設置し

てあります手すりが破損し、写真中段のように、現在、応急処置にて対応しており

ます。屋外のデッキの手すりにつきましては、木製の手すりと強化ガラスの強固な

ものではありますが、直接雨が当たる場所にあり、手すり部分が全体的に木材の腐
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食が進んでおりますため、安全性も考慮し、破損した部分のみを修繕するのではな

く、全体を取り替えることで来訪者の安全確保を図るため、１４０万８,０００円

を予算計上いたしました。 

 説明は以上でございます。 

○大和商工観光課長  以上が商工観光課における令和２年度尾鷲市一般会計予算

の説明でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  商工観光課に係る議案第１３号の説明が終わりましたので、

御質疑ある方は御発言をお願いいたします。 

○小川委員  予算書の２３ページ、使用料のところですけれども、水産業使用料、

海洋深層水使用料なんですけど、元年度の予算では１８０万やったですかね。これ、

４０円、倍に値上げして二百二、三十万あるんじゃないかという思いがあったんで

すけど、ちょっとこの２００万になったわけを。 

○大和商工観光課長  昨１２月定例会において、値上げの方針を報告させていた

だきました。４月から一部値上げが始まるということですが、現在の使用料の推移

から見まして、今年度は多分駆け込みの方々が見えるということで２００万を超え

るとは予測するんですけど、新年度においてはその分がまず使われるということで、

新たに購入を考えることを推測しますと、やはりこの程度で、令和３年度において

は少し上がるのではないかという予測が立つもので、新年度においては大体２００

万円以下ぐらいで収まるのではないかという予想でございます。 

○小川委員  駆け込み需要があると思うんですけど、新しいコインをまた作った

んですかね、５,０００枚ぐらい。それも３月いっぱいで売れそうな勢いなんでし

ょうか。どうなんですか。 

○大和商工観光課長  １万枚のコインは作りましたが、駆け込み需要に対応する

のは、今までの利用の率とかを勘案して５,０００枚程度を見込んでおりますので、

新年度においても５,０００枚は残るということでございます。 

○小川委員  駆け込み需要の分、５,０００枚を見込んでおった分、もう３月です

から、どれぐらい売れているんかなというのをちょっと聞きたかった。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  これまで、いわゆる海洋深層水のコインを利用

していただく、特に活魚車をお持ちの事業者様に対しては、それぞれ全て電話にて

販売についての御相談をさせていただいております。ただ、大口の御利用者の方に

おかれましては、ほぼこの３月中に御購入いただくというお話をいただいておりま

すが、小口で割り振りすると１０枚とか５枚とかというような事業者さんも見られ
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まして、そういったところの事業者さんは、今回はちょっと見合わせますというよ

うな御相談もいただいておりますので、ただ、大口の方はほぼ御利用、御購入いた

だけますので、５,０００枚に近い数字で販売のほうが行われるものと考えており

ます。 

○三鬼（和）委員  ちょっと関連するんやけど、海洋深層水の特徴から言ったら、

温度変化とか成熟性で言ったら、あまり駆け込みで購入する人って、購入して、そ

ういった設備、活魚なんかも、いつまでもそれ、トラックを使わんのに積んどくと

いうわけにいかんのに大丈夫。その辺、大きく動きを見込んでおるんですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  今回の駆け込み需要のお話なんですけれども、

いわゆるコインを利用して販売するものに限られております。もちろん深層水です

ので、ためておくことはできませんので、ただ、コインの場合は、コインを保有し

ておれば何か月先でも新鮮な深層水を利用いただけるということで、駆け込み需要

があるものと考えております。 

○三鬼（和）委員  質問の本論はあれなんですけど、２１６ページからの海洋深

層水事業費なんですけど、それから、主要施策の予算概要にもあって、２,０１１

万円が予算なんですけど、これは事業費だけで人件費は入っていないわけじゃない

ですか。指定管理をやっておって、こういった直営でやり出したときに、メリット

面とデメリット面、費用対効果についてはまた決算のときに伺うもので覚えておい

てほしいんですけど、指定管理のときと直営になったときとどこがどう違うかとい

うので、決算のときにはきちんと出してもらいたいと思うんですけど、現時点で、

次年度というか、当初予算を組んだわけじゃないですか。それに対して、昨年と本

年と、指定管理したところとどう違った、どういう良さが出て、どういうところは

ちょっと問題があるとかという、これはちょっと精査はされたんですか。どうなん

ですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  まず、精査の部分に関しましては二つあるかと

思います。一つは、いわゆる予算の部分、お金の部分ということになるかと思うん

ですけれども、お金の部分に関しましては、人件費のところというのは、やはり、

ある一定程度以上金額は下がってきていると考えておりますし、実際に数字として

もかなり下がっておりますし、昨年の予算編成の際に、いわゆる、一般的に削れる

んではないかというような予算を、自助努力もあって３００万円以上削ったところ

がございます。１年たった上で、やはりその削ったところでの問題というのも多少

は出てきておりますので、そういったところを考えて、今回は予算立てをさせてい
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ただいておるところです。ですので、費用、予算に関しましてはかなり抑えられて

いると考えております。 

 また、もう一つは、職員が１人張りつきで海洋深層水事業のほうを行っていると

いうところにおいては、今まで以上に職員と、いわゆる本庁等出先の連携というも

のがうまく回っているように私は考えております。小さな修繕であったりだとか、

新しい事業者さんじゃないかなと思われる方がお見えになったら、すぐに私どもの

ほうに連絡も来ますし、様々な情報のやり取りというのがスムーズに行われておる

ものと考えております。 

○三鬼（和）委員  ネット動画を見て、ＳＮＳなんかも職員も積極的にやられて

おるみたいなので、指定管理されているときよりか攻めというんかな、の仕事をし

ていただいているのかなというのは理解するので、いかんせん財政的にも削減せん

ならんとかという世の中で費用対効果というのは大事なことですもので、また決算

のときに一度、指定管理しとったときと単独でやったときのメリット、デメリット

も、比較表も出していただいたら、我々もまたチェックしやすいところもあります

ので、よろしくお願いします。 

 それともう一点、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う中小企業、資料２で説

明していただいたんですけど、これは水産商工のところでも出ておったんですけど、

広報ではもう間に合わんか分からんと思うんですけど、リーフレットを作って、商

工のほうと、それから、関連というんかな、ほかの事業、企業もそうなんですけど、

こういった国のメニューであるとか、まだ今のところ市がどうするということは出

ていないわけですけど、県がとかが出たら、広報のほうにリーフレットでも作って、

市民の人にやっぱり行き渡るようにというか、ネットをしとっても、ネット検索を

しょっちゅう、分かったからネット検索とか、ネットのをコピーして渡すというこ

とはできるんですけど、攻めで行くのであれば、リーフレットを、ちょっと費用も

かかるかも分かりませんけど、ここは何とかみんなで乗り越えやんなん時期だと思

いますので、そういうふうな横とのつながりを持って心がけていただきたいなと思

うんですけど、それについて、市長はどうですか。課長でもあれですけど。 

○大和商工観光課長  今回の件につきましては、新たなメニューがどんどん出て

きているということで、ホームページ上だけということ。ただし、商工会議所さん

の事業者さんにも同じような情報は回っていると。今、委員さんおっしゃるとおり、

その他、水産のほうも含めて、事業者さんの方々というのは、うちとはちょっと分

類が違うところなんですけど、合わせたものを商工会議所、水産農林課とも連携し
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て、何とか、手作りになるとは思うんですけど、そういうこともちょっと５月号で

考えたいと。これにつきましては、一旦の切りが３月末という募集がありますけど、

これは随時延長ということになろうかと思いますし、なかなか長い間続きそうな気

がしますので、そういった情報は一旦渡させてもらって、今後、また変わったとき

にはどんどん出すという形を取りたいと思います。 

○三鬼（和）委員  とにかく経済は、後で経済の疲弊というか、影響は後でつい

てくるというのは表現がおかしいけど、出てくると思うんですね。ですので、それ

と、全員が商工会議所の会員でもない、自営業の人を含めて、ないというところも

ありますので、そこはやっぱり行政が市民サービスとして情報提供をしなくちゃい

けないんじゃないかなと思いますので、こういう時期ですので、市長とか財政当局

にも十分な理解をしていただいた上で、政策調整等とも調整しながら、こういった

いろんな情報を積極的に、臨時的にリーフレットでも何でも構いませんよって、市

民の人に提供していただくことを、この先でちょっと経済的に不安があるようなと

ころを解消するというのは大事だと思うので、その辺はやっぱり心がけてほしいな

と思います。 

○小川委員  ちょっとコロナウイルスに関連しまして、中小企業の融資制度につ

きまして、これ、今まで４号認定、５号認定を使われている方が結構いると思うん

ですけど、この方たちが新たにまたリフレッシュ資金とか、重複して使えるんでし

ょうか。 

○大和商工観光課長  各項目において利用は可能と聞いております。 

○小川委員  じゃ、今これを使っていても、もう一回使えるということなんです

ね。一旦返さなくても、そのまま。 

○大和商工観光課長  ただ、４号、５号につきましては、市の承認とかがあって、

保証料が免除ということでございますが、リフレッシュ資金でしたら一般枠、それ

から、危機関連保証が特別枠という形で出てきておりまして、これは直接国に相談

するとか金融機関にするとか、様々なところに行きますので、そこはちょっと金融

機関とか、そういう関係の窓口で御相談いただければ可能になると思います。 

○小川委員  ちょっと細かいことを聞きますけど、この認定がありますよね。市

町村というか、市町長の認定というのがありますけど、これは事業者個人で出すん

ですか。それとも、金融機関から認定の書類等が出されるのか、どうなんでしょう

か、その点は。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  事業者様のほうから御提出いただくことになり
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ますが、それまでに恐らく窓口の金融機関とも御相談された上で出てきておるよう

な書類になっておるかと思います。 

○小川委員  それで、保証料率のところなんですけど、これ、ほとんど事業者負

担０.４５からと書いてありますけど、これを見ると、県が補助０.４から０.６と

かになっていますけど、県が出してくれた残りの部分を、信用保証協会の保証料を

市が持つという意味なんでしょうか。 

○大和商工観光課長  委員さんのおっしゃるとおりです。 

○南委員  商工振興費のことが、これ、黒の浜のアサリの原材料ってついていま

す。 

○大和商工観光課長  これ、平成２８年度からずっと計上しておりましたが、２

８年度から未執行が続いています。その原因としましては、県内にありました貝を

販売していただいた業者が廃業という形、それから、貝毒等の流通というかはやり

ものがありまして、三重県のほうからも停止ということが重なりつつ、現状、購入

は不可能やということになりました。それで、今回、予算のほうからは削除しまし

た。 

○南委員  これは、地元の自治会のほうにも説明しておりますか。 

○大和商工観光課長  今年度の分につきましては、しております。 

○南委員  本当に。当然僕も２８年度から、放流は貝毒の関係があるということ

で、僕も実際、今年の１月ぐらいに三重県のほうに行き、貝を購入できる場所がな

いか、僕が個人的に調べてもらったんですわ。もう三重県では駄目で、愛知県まで

調べてもらって、やっぱり愛知県のほうも貝毒の関係で駄目だということは分かっ

たんですけれども、ただ、桑名のハマグリが結構よく取れるんやということで、県

に直接、ハマグリでもまいたってええと。別に生態系は変わるものじゃないでとい

うことでお願いしたんやけれども、観光のほうとして、そういった努力はやってい

ます。 

○大和商工観光課長  委員さんがおっしゃった、今、県に要請とかというのはち

ょっとやっていなかったと。ただ、我々としては、何とか購入をしたいという考え

であって、様々なところに問い合わせた結果、九州とか遠いところだったと。結局

は郵送料がかかって、貝自体が買えないという現状でございました。 

○南委員  やっぱり当たっていないということやで、黒の浜のアサリというのは、

今の尾鷲では、連休までに観光のメッカと言っても、結構高速が通ってから、京都

のほうからでも車のナンバーが増えたんです、かなりね。そういった意味で、机上
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の議論だけで、努力せなあかんよ、もっと。僕ですら個人的に、何とかして黒の浜

のアサリが少ないもので、県のほうも個人的に頼んでやっとんのに、あんたらがそ

ういった努力した声が聞こえてこんのだ、本当の話。もっとやっぱり真剣に考えな

あかん。たかが３５万やと思っとったらあかん、本当に。 

 地元の自治会のほうは、取りあえず差し当たって言っていただいたということな

んですけれども、実際、黒の浜に行って、アサリを掘ったことありますか、最近。 

○大和商工観光課長  最近はちょっとないんですけど、私も以前、観光におった

ときは、毎回この時期になると、早い時期ですけど、掘ってみて、今の生育状況と

かを見ていました。これぐらいのときですけどね。そういうこともやっていました。 

○南委員  黒の浜はアサリが掘れなかっても、観光客は今年もかなり来ると思う

んです。多いときやったら１,０００人近うまで僕は来るんやないかなと思ってい

るもので、やっぱり、課としても、現場へ行って、もっと地域の方の意見も聞いて、

そういった中では、予算を外すんやったら、簡単に自治会のほうへ言うたものでど

うのこうのじゃなしに、もっと足跡は残しとってもらわんことには、本当に努力し

ている声が行政当局に行っても聞こえてこないのが、非常に僕はこういうところで

こういった話をするのは嫌なんですけれども、当たり前みたいに、自治会に言った

から、外しましたよということで、僕がどうのこうのじゃないんですけれども、３

０年余りこの予算はつけていただいておるもので、せめて地元の議員には一言ぐら

い僕は言ってほしかったなという自分の思いがあります。本当に残念ですね。たか

が３５万かもしらんけれども、されど３５万円ですよ。努力したかいが僕はなかっ

たということや。それやったら、いろいろ愛知県まで探していただいて、予算はつ

かんのにこんなことをしよったんかと思って、ちょっと腹立たしい思いがしますの

で、非常に残念です。 

○大和商工観光課長  これにつきましては大変申し訳ございません。努力不足で

ございます。また今後、予算はあれとしても、このほか、先ほどおっしゃっていま

したように、ハマグリというのがどうか分かりませんが、いろんなことを模索して、

できるだけまた復活させるように、復活というか、すみません、努力させていただ

きます。申し訳ございません。 

○小川委員  南委員のそれに関連しまして、今、水産のほうで、水産が商工と連

携して、水産商工でアサリの垂下式養殖の技術の確立をしましたよね。大きくなる

という。稚貝が育たなくても、稚貝の採取というのは賀田湾とか黒の浜でもできる

と思いますので、それをどこかで、試験養殖じゃないけど、垂下式養殖である程度
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大きくして放流するという、そういう方法を水産と連携してできるんじゃないかと

思うんですけれども、前、知多半島でも、小さい貝、稚貝が、生まれたばっかのが

取れるということで、それが育たないというだけで、それを持ってきて、それで垂

下養殖で増やせば放流できるんじゃないでしょうか。 

○大和商工観光課長  今のは御提案としてお受けしまして、水産農林課とも連携

してそういうことができれば、本当に費用とかじゃなしに、事業としてやれると思

いますので、検討してまいります。 

○内山委員  海洋深層水推進事業にちょっと戻らせてください。利活用促進のと

ころで、利活用に向けて、ＳＮＳ等でコーヒーを入れてみたとか、いろいろ工夫さ

れているのがあるんですけど、今のところの手応えというか、そういうのはどうな

んでしょうか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  手応えというところでありますが、数字として

表させていただきますと、利用料金に関しましては昨年とほぼ同等、横ばいという

形でございます。ただ、先ほどの小川委員の質問等にもございました駆け込みのコ

インの部分が、今から恐らく３１日にかけて幾らか入ってまいりますので、その分

がちょっと増えるかなというところです。ですので、それぞれの海洋深層水の原水

であるとか、脱塩装置を通した四つの利用料を見ていると大きな差がないというと

ころが実状であります。 

 ただ、一方では、やはりそういったＳＮＳ等で情報発信もさせていただきました

し、尾鷲イタダキ市でのＰＲであるとか、紀北町で行われておりますこだわり市と

いうような市にもお声がけいただいて、ブースを持たせていただくなど、深層水に

対しての正確な知識を覚えていただく。ともすれば、深層水、まだやっとったんや

なというようなお声も正直頂くこともありましたので、そういったところは、一定

の皆様にはお伝えできたのではないかなと思っておりますので、来年度以降、これ

が利用料につながるように事業を推進してまいりたいと考えております。 

○内山委員  先ほど観光振興事業のほうだったんですかね、多気のアクアイグニ

スを好機にというところを聞いたんですけど、そこでの深層水の売り込みとか、そ

ういう考えは今のところは、これからだと思うんですけど。 

○大和商工観光課長  多気につきましては、まだその姿が、現実的なものが見え

ていないと。尾鷲のほうにも御挨拶は来ていただいておりますが、具体的にどうし

ていくんかというところで、お風呂のほうを作るらしいんですけど、それは薬草風

呂で確定しているということをお聞きしまして、その他としても利用を、こちらの
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ほうから営業なり紹介していきたいと思っております。 

○野田委員  まず、２２３ページの産業開発促進事業ということで、主要施策で

も説明していただいたんですけれども、これについては前年比５３万９,０００円

ということで、内訳を見ますと、旅費と物産出展のための負担金ということで約５

０万ぐらい増えているんですけれども、これの成果というのはどうなんですか。こ

ういう出展をして、土山のほうに行かれた、行くのが中止になったのかな、そうい

う予定があったというようなことを書かれていますけれども、要は、成果とか反省

とか、そういうものがなされているのかという部分が、こういう物産の大きな今後

に進むための重要な反省というかチェックだと思うんですけれども、そういうのが

なされているのか。そのイベントをやって良かっただけで終わっているのか、そこ

ら辺が大事なことだと思うんですが、どうですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  商工業の開発促進事業に関しましては、イベン

トであるとか売り込みであるとか、行ったと同時に、当然私どもの中では精査をし

て、何が必要であったのか、何が抜けていたのかというところを当然精査しており

ます。そんな中では、例えば成果という部分でいきますと、私ども尾鷲の物産とい

う形で一つのくくりとしてイベントに行って、いろんな事業者様と当たりますけれ

ども、なかなかその中ではロットが少なかったり、数が合わなかったり、商品とし

て難しかったり、また、こちらから持っていく商品の中で必要な商品表示がされて

いなかったりであるとかというのもありますので、そういった部分は、次回のイベ

ント、商談に生かすような形で事業も進めておりますし、今年度、そういった事業

を進めている中で、来年度予算の中では、例えばスーパーマーケット・トレードシ

ョーであるとか、バイヤーの招聘であるとかというところの次のステップを踏み出

すということで令和２年の予算を計上させていただいておるところが５０万円の増

加ということで御理解いただければと思います。 

○野田委員  お客様というのは、来てもらう方もありますし、こちらからプッシ

ュしていく方、ところもあって、そこら辺はどのように考えているのかという部分

があるんですけれども、一ついなべのほうに新しい道ができました。その中で、熊

野の食肉、魚肉の加工業者がお店を構えているわけですね。要は、事業先を育てる

という気で、そういうビジョンを持ってやるのであれば、やはり最終的には、外で

も打ち勝つ競争力のあるようなところも育てるぐらいの意気込みがなければ、この

事業というのは全て衰退してしまうわけですよ。 

 僕は、いなべのほうに行く道の中に、行ったら分かりますけど、東紀州の事業所
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が出ていますわ。その採算面は知りませんよ。アンテナショップでやっているのか

どうか分かりませんけれども、そういう活動をやっているというような、やはり商

工観光課として、また見てください。どのような物産の事業を育てるのかというイ

メージがなければ、その都度で終わってしまう。繰り返しになりますけど、その点

いかがですか。そこら辺のビジョンは。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  この商工観光事業、まず商工観光課としては２

本柱を持っております。一つは、新しい商品を作り出すというところです。当然、

今ある事業者様がお持ちの商品というのも尾鷲の物産ですので、商品力というもの

はありますが、今トレンドとなっている、いわゆる大都市圏で、大消費者圏で売れ

るような商品を作るというような食の産業の開発というものをまずやっているとい

うものが一つ。 

 もう一つは、その販路を拡大していこうという柱です。これに関しましては、先

ほど来お話しさしあげているような土山であるとか、人がたくさん集まるようなサ

ービスエリア、パーキングエリアであったり、いわゆる道の駅というような地元の

産材を取り扱うようなところ、また、スーパーマーケットであるとか、そういった

ところを中心に、昨年は、すみません、令和元年度は、職員が売り込みに回ってま

いりました。それを受けて、来年度は、そういった新たなイベント事業等を含めて

実施するとともに、もう一つ、尾鷲市がこれから進めていかなくてはならない部分、

いわゆるインターネットでの販売というところは欠くことのできないところであろ

うというところで、来年はいわゆるインターネットで買物ができるようなシステム

を構築するというような２本柱で、途切れ目のない事業の推進を進めております。 

○野田委員  続いて、２２５ページの観光振興事業なんですけれども、今回、前

年度に比べて３２万７,０００円の減額になっているんですけれども、主要施策で

言ったら８１ページのところですけれども、私、物産関係の人たちと話をする中で、

いろんなイベントに参加するんだけれども、要は、事業所先としては体力を消耗し

てしまうだけだというような本当に寂しい回答をいただいたんですけれども、やは

り事業先を育てるという気持ちでやっているんだろうけれども、事業先にとっては、

いろんなイベントに参加して、体力が消耗してしまう。これは前からずっとあるん

やということを言われるわけです。ちょっと話が飛びますけれども。 

 だから、そこら辺の、ここの２２５ページの観光振興事業なんかも、何を言いた

いかというと、きちっとしたビジョンを、ビジョンって簡単にいきませんけれども、

そこを持ってしないと、全部ちぐはぐになってしまう、事業が。そこら辺を商工観
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光というところで、いろんな事業先にも聞き取りしながら自分たちで作っていくと

いう部分をしないと、尻つぼみになってしまう。生意気というか、ちょっとマイナ

ス部分の話ばっかしますけれども、そこら辺をしないと、今、歴然と表れているの

は、紀北町とか熊野市にはもう負けてしまっているんですね。共存共栄の中でも、

競争力では負けてしまっている中で、やっぱりそこら辺をもう一遍、簡単にはいき

ませんけど、立て直しということを中長期的に再度見直しということが必要じゃな

いかと思いますが、どうですか、課長。 

○大和商工観光課長  野田委員さんがおっしゃることは十分分かっております。

観光部門、商工部門、物産部門も含めまして、今の時期がちょうど改めて中身を見

直してビジョンを作る時期かなと思っております。というのは、予算のほうでもあ

りましたように、観光ＤＭＯができ、いろんなところで東紀州が一致団結していく

中で、尾鷲市のやり方を作っていかなあかんと。 

 先ほど物販の御質問にありましたように、物産展へ出ていただくのは、もちろん

出ていただきたい。ただし、先ほど言われましたように、出るということは、小規

模の事業者さんなので、なかなかきつい。そういうシステムは、観光物産協会とも

話をしまして、結局、その事業者さんが来なくても、商品を提供していただければ

そういうところへ行けるようなシステムを今、作っております。それができると、

いろんなところに出展する際に、その事業主様に負担をかけずにいけるのではない

かと。それでより良く紹介ができて、それがネット上の販売につながればというこ

とも考えております。 

○野田委員  長々と質問になりますが、そういう気持ちがまた分かっていただけ

ればと思うことと、海洋深層水について、ちょっと関連ですけれども、やはり、指

定管理者制度から直営という形で、先ほど課長補佐のほうからも説明ありましたけ

れども、何を言いたいかというと、３０年の決算で１６８万の海洋深層水収入です

わ。予算でも２００万という予算をしているけれども、３００万ぐらいの人件費が

削減されているという話はありますけれども、いろんな事業の修繕費とか工事とか、

そういうものを含めると、ほとんど変わっていない現状があるわけですね。そうな

ってくると、やはり、何かをどういう形で売っていく、これは市長がトップセール

スの形でやられていて、ちょっと今のところ足踏み状態かも分かりませんけれども、

これを生かすのであれば、やっぱりそういうところを再度、繰り返しになりますけ

れども、どうしていくんかという部分を、知恵を出すというか、そういうところに

なってくると思うんですが、市長、今、ＬＤビバレッジか、あそこといろいろ交渉



－２１－ 

もされていると思うんですけれども、その点どうですか、動きは。 

○加藤市長  ＬＤビバレッジについては、先方からの考え方は変わっていないと

いうのが現状でございます。すなわち、海洋深層水事業じゃなしに、熊野古道の水

だけを作りながら、これを維持したいということは、常に向こうから出ている状況

でございます。ただ、我々としては、そうですかということで引き下がるわけにい

かないので、取りあえず一応つなぎの話で、交渉しているよという、そういう証拠

を残すがために、商工観光課長以下で少なくとも年に２回には、向こうとの窓口と

いろんな方向性について、方向性というのは、要は、うちのほうとしては、海洋深

層水をきちんと作ってくださいよという、もうこれしかないんですよね。それを交

渉していると。それは、要するに、ＬＤビバレッジに対して、うちは逃げたんじゃ

ないよ、交渉もできないからというんじゃなしに、常にやっぱり交渉を続けていか

なきゃならないということはきちんと指示しながら、それを実行しているという話

でございます。 

○村田委員  まずお聞きしたいのが、２２９ページのトイレのリース。これは何

ですか。 

○苫谷商工観光課係長  ４月、５月に黒の浜、お客さんがお見えになりますので、

簡易トイレをリースで設置しております。 

○村田委員  簡易トイレをそうやって観光客が来るということで設置をするとい

うことは当たり前であるとは思いますけれども、先ほど南さんも言いましたけれど

も、努力しておる方には、やっぱり、そこの代表に挨拶だけじゃなしに、誰が努力

して一生懸命やっているんだということは分かっていますから、そういうことはき

ちっとやっていただくということを僕からもやっぱりお願いしておきたいと思いま

す。 

 それと、２２５ページの観光パンフレット及びリーフレットの作成業務委託なん

ですが、これに絡めて、以前に、各場所の道案内とか、それから各場所の、日本語

じゃなくて英語とか韓国語とかで表示をしてくれということを随分前にお願いした

んですね。これ、前、誰やったかな、別の課長だったんですが、お願いしたんです

けれども、その後、そういったものについてはどうなられていますか。 

○大和商工観光課長  外国語のパンフレットのことですよね。 

○村田委員  パンフレットももちろんそうなんですけれども、例えばトイレとか

ですね。いろんな、見るところあるでしょう。それで、英語で案内をするとか外国

語でやるということを随分前に申し上げたんですよね。何かプラスチックの簡易な
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もので、ちょっと手書きでやりますのでと、そんなばかなことを言っとったんです

が、その後、全然そういう様子がないものですから、果たしてどうなっているのか

なと思って。 

○大和商工観光課長  それは執行されていないようでございます。ただし、先ほ

ど申しましたように、今後、インバウンドのことも含めてやっていく上で、簡易と

はいえ分かるようなのは、来年度にはつけさせていただきたいと。英語、中国語ぐ

らいにはなるかと思いますが、それをまずは作った上で、予算が必要になった場合

は、議会のほうにもまた報告して、お認めいただこうかなと思います。すみません。 

○村田委員  いつもそうなんですね。簡易なものでちょっとやりますのでと言っ

て、それで終わりになっているんですよね。今、熊野とか東紀州で、一緒になって、

観光業も含めてやっていこうやないかという矢先に、やっぱり当の尾鷲市がそうい

う体制で私はおかしいんじゃないかなと思いますから、その辺のところ、やっぱり

駅に案内板とか、そういうものは最低限、そんなに費用がかかるものじゃないので、

ぜひともそこら辺をやっていただきたいなと思います。 

○三鬼（孝）委員長  課長、答弁。 

（「いいですよ、別に」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

○奥田委員  予算書で言うと、２１６、２１７ページの海洋深層水事業なんです

けど、先ほど三鬼和昭委員も質問されていましたけれども、これ、直営になったん

ですよね。ちなみに、直営になったアクアステーションの人件費ってどのぐらいあ

るんですか。 

○大和商工観光課長  今年度につきましては、市の職員１名と臨時職員さん２名

で９３６万２,３３５円でございます。 

○奥田委員  そうすると、事業費が２,０００万ですので約３,０００万。それで、

海洋深層水の売上げが２００万ということなので、２,７００万ぐらいの赤字とい

う感じかな。分かりました。 

 それで、２２９ページの最後のところの工事請負費１４０万８,０００円、これ、

夢古道のウッドデッキということなんですけど、ウッドデッキはちなみにいつでき

たものなのかということと、これ、全部直さなあかんとなっていますけれども、全

部直さなあかんのか、一部だけの補修じゃ駄目なのか、そこだけちょっと確認。 

○大和商工観光課長  この古民家のほうは平成１９年度の４月にオープンしてお

ります。 
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（「デッキは後や」と呼ぶ者あり） 

○大和商工観光課長  屋根だけ追加じゃなかったかと思うんですけど。 

（発言する者あり） 

○大和商工観光課長  続けて、それで、台風で倒れたとき、見に行ったんですけ

ど、やはり、こかったのは戻したと。でも、あそこ、重たい木を使って、組み合わ

せて作っていますが、真ん中辺を触ってみると、やはりそのひずみがきていると。

結局、我々としても、その部分だけを直しても、次、またこっち側の主なほうが倒

れたら大変なことになりますので、今回は、この予算の中で原状復旧はせずに、景

観も考慮して、ちょっと素材も軽いものにせんと、今度は足場のほうまでいってし

まうということになると、大きな工事になってくるんじゃないかという判断の下に、

一部を修繕せず、原状復旧もせずに素材を変えて、ちょっと軽い素材にしまして、

景観を含めてするという予算計上をしております。 

○奥田委員  今の話を聞いて、ちょっとやむを得ないのかなという気もするんで

すけど、もうちょっと安くつかんかなという気もするんですよね。というのは、こ

の夢古道の指定管理料は９３４万４,０００円ということで、１,２００万ぐらいま

で行ったんかな。それはちょっと下げましたけれども、こういう工事請負費が１４

０万あって、２２９ページの役務費を見ると、夢古道おわせ空調機洗浄手数料とい

うのも入っていますね。８１万とかね。こういうのを全部足すと、１,１５０万を

超えるんですよね。だから、結構やっぱり維持管理がかかりますよね。 

 夢古道、海洋深層水と一緒で、補助金をもらった事業であっても、やっぱり維持

管理って物すごくかかりますね。この夢古道については、最初３００万やったかな、

指定管理料ね。それ、僕、うるさく言うたら、ある方が、いや、どんどん黒字にな

っていくから、指定管理料はどんどんゼロに近づいていくんだよという話を聞いた

ことがあったんやけれども、それが１,２００万まで行ってですよ。今、まだこれ、

１,１５０万つぎ込まないけないというね。やっぱり維持管理費かかるんですよね。

そう改めて思います。質疑はしません。 

 それで、もう一点だけすみません。２２７ページのところの、先ほどおわせ港ま

つり補助金、７０回目ということで２５万円増額と、２００万にするということな

んですけど、一方、その下のウォーキング大会運営委託料、これが、今年度は１８

０万やったのが令和２年度は１６０万ということで２０万円減額なんですよね。こ

の辺のところのバランスというのはどうなっているんかなという気がするんですけ

ど、いかがですか。 
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○大和商工観光課長  港まつりのほうにつきましては、７０回の記念大会という

ことで少し上げさせてもらいました。それと、ウォーキング大会につきましては、

今年度、熊野古道１５周年ということで、追加事業なり、いろいろ増やしてやって

みました。それでも、実績が出たときに事業精査をした段階で、これぐらいの削減

は可能かということで予算を計上させてもらいました。 

○奥田委員  それはちょっと僕、違うような気がするんですね。やっぱりこれ、

皆さん、本当にボランティアですよね。ボランティアで実行委員をやっているわけ

じゃないですか。それで、おわせ港まつりなんて、職員が出て、莫大な残業手当を

つけてやっているわけじゃないですか。これ、全然違いますよ、性質が。それで、

７０回だと言いながら、この財政難の中で２５万も、こういう予算を見ると、僕は、

加藤市長の色が出たかなという、華やかなものが好きなのかなという感じがするん

ですけど、確かにウォーキング大会なんかは地味ですよ。歩くだけなのでね。でも、

実行委員の方、皆さんボランティアでやって、北海道から九州までいろんな方が来

てくれて、２泊３日泊まってくれる人もたくさんいて、経済効果がむちゃくちゃあ

るんですよね。そういう中でこういうのを削減して、みんなが一生懸命やっている

やつを。みんなで莫大な残業手当を使って職員がやっているようなおわせ港まつり

補助金、こんなのにまた２５万追加して、まさにこれ、残業代もついているわけで

しょう。莫大なあれじゃないですか。 

 僕、２５万ぐらいだったら、今、これ、寄附集めを観光物産協会に丸投げしてい

ますでしょう。それをやめて、市役所の職員がちょっとぐらい回ったらどうですか。

２５万ぐらい、すぐ集まりますよ、寄附金ぐらい。みんなで集めて、互助会とかも

出していると思うけれども、みんなで頑張って寄附を集めようやと言うたら、市民

の方は出してくれますよ。今は消費税も上がり、この前も言ったけれども、国保も

４月から上がるけれども、やっぱり港まつり、みんなで盛り上げようという気持ち

があって、みんなで一生懸命寄附集めしたら、もっと集まりますよ、２５万ぐらい。

それを税金でこういうのをばんと、生ぬるいですよ、僕から言わせれば。自分たち

で残業代もつけて、職員がやっているようなイベントに対して２５万もさらに追加

して、２００万の予算をつけて、一方で、民間の人たちが一生懸命ボランティアで

やっているものについてはどんどん削減していく。僕は、委託料のこともそうやけ

ど、もうちょっと市役所の職員が汗をかいてほしいですね。自分たちだけ守ろうと

している感じがしてならんですよ、これ。もうちょっと汗かいてほしいと思うんで

す。市長がこれ、華やかに２５万ぐらいつけて、華やかに花火やろうぜという考え



－２５－ 

なのかもしれないけれども、街灯だって１個じゃないですか。 

 すみません、委員長、ちょっとだけ。商店街だって、街灯をつけると言って何に

もつけないじゃないですか。駅前だって真っ暗ですよ。こんなまちづくりをしとっ

て、観光や、ＤＭＯどうのこうのなんて、冗談じゃないですよ、こんなの。街灯ぐ

らいもうちょっと、防犯灯ですか、きちっとつけるなりしたらどうですか。まだこ

れ、検討中ですか、そういうのも含めて。いろいろ言いたいですけど、もうちょっ

と予算編成、精査すべきじゃないですか。いかがですか、市長も含めて。自分たち

に甘くないですか。 

○大和商工観光課長  奥田委員さんのおっしゃるとおりもあります。ただし、寄

附集めは、うちの職員がほとんど行っております。協会さんも行ってもらいます。

商工会議さんも手伝ってもらいますが、ほとんどはうちの職員が回って集めており

ます。事実、そうなんです。 

○加藤市長  今回おわせ港まつりが、要するに、７０周年ということで２５万円

増加させていただいたと。おわせ港まつりは、私はやっぱり尾鷲にとっては本当に

最高の観光、要するに、集客イベントの大きな柱だと思っております。確かにこれ

をずっと継続しながら、落とすことなく継続しながら、いかにして集客交流人口を

高めるかということは、やはり今、必要なことであると。 

 たまたま、正直申しまして、昨年、たくさんの一番大きな御寄附を頂いて、かな

り、昨年の８月も花火大会、盛大にやらせていただいたと。非常に人気があって、

御覧になったお客様は本当に良かったというような、そういう声が来ましたので、

やはり大きく落とすわけにいかんし、先ほど商工観光課長も言っていますように、

寄附集めというのはやっぱりこれからどんどんしていかなきゃならないと。７０周

年ということでもって２５万円を増やさせていただきたいというようなお願いでご

ざいます。 

 一方、ウォーキング大会運営委員会運営委託料というのが２０万ほど下がったと

いう、先ほど商工観光課長も言いましたように、昨年は熊野古道１５周年の記念大

会で、これもやらせていただいたと。それで、いろいろこの辺のところを精査した

結果、２０万円下げさせていただいたと。いずれにしろ、これはボランティアだけ

でやっているのか。確かにおわせ港まつりにしても、ウォーキング大会にしても、

ボランティアの方、非常に一生懸命、この大会を盛り上げるためにやっていただい

ている。おわせ港まつりも、尾鷲市役所の職員が中心になりながらやっていると。

一方で、ウォーキング大会にしても、要するに、尾鷲の四大イベントの中の一つで
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すから、商工観光課を中心にしながら、ここでも一生懸命やっているということで、

やはり商工観光課としての、私は、要するに、集客交流人口をいかにして増やすか

という大きな役割の一つは十分果たしていると。だから、この四大祭り、四大イベ

ントというのは、私は年々好評を得ているという、そういう認識でございます。 

○奥田委員  一言だけ。それは港まつり、華やかでいいですよね。去年も良かっ

た、確かにね。ただ、私がちょっと申し上げたいのは、今、財政難の中で予算編成

せなあかんじゃないですか。その中で、商店街と駅前の街灯一つつけていないんで

すよ。つけていないでしょう、全然。議会でも楠委員も一般質問をしたことがある

けれども。 

（「１個ついた」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  １個だけついたということですけれども、それでも真っ暗じゃない

ですか、全然。そんな中で、いろんなＤＭＯとか言われている中で、２５万あった

ら、また街灯つけられるじゃないですか。本当にそういうふうなことをやってほし

いなと思う。何か僕はちぐはぐさを感じますけどね。 

 港まつりだけじゃないですよ、尾鷲市のイベントは。確かに港まつり、それは花

火、良かったなという感じは、華やかでいいけれども、でも、港まつりだけじゃな

いじゃないですか。もうちょっと広い意味でまちづくりを考えてほしいなという、

商工観光では特にそう思いますけど、いかがですか、市長。 

○加藤市長  祭りというかイベントというのは、尾鷲にはたくさんございます。

その中で、市が中心としてやっているということについては、四大イベントといっ

て、港まつりもしかり、尾鷲節コンクールもしかり、ツーデーウォークもしかり、

そして、尾鷲磯釣大会、この四つが中心になりながら、ほかにもいろんなイベント

はやっているわけなんですけれども、これだけはきちんと、イベントについては、

やはり集客交流人口を高めるためには、きちんと充実したものが必要であると。 

 ただ、今回について、１７５万から２００万、２５万上げさせていただいたこと

については、７０回大会という記念大会もあるわけなんですけれども、昨年が非常

に大きな寄附を頂いて、盛大にやった。それを大きくは下げることのないような形

で、寄附もどんどんやっぱり市民の皆さん方とともに、市役所の職員も寄附集めに

一生懸命やらなきゃならない。それで、２５万円ぐらいの費用が加算した中で、あ

る程度のイベントができるんじゃないかという、そういう想定の下で２５万円増や

していただきたいというお願いで、２００万円を計上させていただいたということ

でございます。 
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○三鬼（孝）委員長  奥田委員さんの関連で港まつり、ボランティアで民間の方

が一生懸命やっていると。市の職員も携わっているけれども、残業代がついている

やないかというような指摘がありましたけれども、この辺のところは僕もよく分か

りませんけど、条例なり規則の中であるんでしょうけれども、その辺のところの考

え方はどうなんですか。 

○大和商工観光課長  実行委員会の皆さん、それから、様々に関わってもらって

いるボランティアの方々がおります。ただし、市の職員として尾鷲市のイベントを

運営していく上で、その際に何かあったりしては困りますので、やはり公務という

形を取らざるを得ないというふうには考えております。 

○野田委員  先ほどの奥田委員の話の中で、海洋深層水の人件費が約９００万と

言われたんですけれども、１.５人みたいな形のですね。あと、さっき課長補佐が

言われたとき、３００万ぐらい人件費が削減されているというようなことを言われ

たと思うんですけれども、それはそれで合っているんですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  先ほど３００万と申し上げたのは、人件費では

なくて、検査手数料であるとか、いわゆる運営、運用の中で削れるところを削った

削減の幅が３００万円程度あったということでございます。 

○野田委員  何を言いたいかというと、直営にしたところであまり変わっていな

いというのが現実だと思うんです。言い方はちょっとざくっと言ってしまうんです

けれども。それと、職員のローテーションで新事業所先が訪問されたりしたら、営

業で説明するとかと言われていたんですけれども、そういう部分については記録は

されているんですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  まず人件費の件につきましては、指定管理であ

ったときに比べても、差引きで５００万円程度は予算のほうが削れておりますので、

御理解のほうをお願いしたいと思います。 

 また、企業訪問等につきましても、当然私ども、出張として行っておりますので、

そういった復命書のほうは作成させていただいております。 

○野田委員  ということは、僕は、ＬＤビバレッジの話をされていましたけど、

ほかの営業活動をもっとどういう形でやったらいいのかというのは、もっと考えて

いかなければなりませんけれども、そこら辺の活動というのは今後やっていくのか、

それとも、来てもらう人の分を対応するだけなのか。この間、古江の海洋深層水を

使うという事業は非常にいいことだと思いますけれども、ほかにどのようなことを

やろうとしているのかというのはどうなんですか。 
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○柳田商工観光課長補佐兼係長  まず営業に関しましては、私ども商工観光課、

アクアステーションとしては、個々の事業者様に当たることもしております。例え

ば、お茶、製茶の事業者さんであったり、水、いわゆる海洋深層水のような海水を

使うような事業者さんも回らせていただいておりますし、例えばですけれども、銀

行さんとかには、地域連携リスクというようなものもあったり、融資のところもあ

ったりして、そういったところは恐らくハブとなる機関でありますので、いわゆる

海水であるとか深層水の特性を生かした事業をしているところに御紹介いただける

ということもありますので、そういったところを、今年はパンフレットを新たに自

前で作らせていただいて、営業活動のほうを回らせていただいています。 

 また、令和２年度に関しましては、いわゆる地域の事業者様向けにいろいろ使っ

ていただけるような方策を考えてもいきたいと思っておりますし、地域外でいきま

すと、いわゆる県内の近隣市町の事業者様も、個々に営業活動のほうを回らせてい

ただきたいなというふうに考えております。 

○野田委員  先ほど指定管理料の話が出てきています。尾鷲はそういう入り口の

ところで、ある程度金額が張ってしまっている部分があるんですけれども、一つ言

いたいことは、紀北町なんかをちょっと参考に聞いてきてください。すごく、当初

そういうのを導入するときに、ぐっと締め込むという言い方、精査してやっている

んです。だから、金額が少なくやっている。それで成果が上がっているという感じ

がありますので、最初の入り口を緩くというか精査もされているんでしょうけれど

も、そのようなことを感じますね。今じゃなくて、導入部分のときの精査という部

分が。ですから、紀北町とか、そういうところも参考に見ていただければと思いま

す。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  提案なんですけど、食の産業開発促進事業、海洋深層水を始

めた頃は、夢古道にしても、海洋深層水を使った食の開発だったと思うんですね。

どうですかね、３年ぐらいこの食の開発、夢古道にしている指定管理料の中にある

食の開発も、ここにある２００万計上しているのも、全て海洋深層水での食の開発

ということを３年ぐらいやって、海洋深層水の取水にすれば、出しているよりかも

取水能力はかなり余裕があるもので、無償といったらおかしくなりますけど、開発

する人には海洋深層水を使う券を渡して、そこで、海洋深層水の普及も含めて食の

開発していただくということで、徹底的に３年ぐらいやるほうが、深層水としても

普及の可能性が出てくるし、また新たな食の開発というか、いろいろ、ほかの塩を
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使っとったのが海洋深層水塩によって成り立つということになったら、尾鷲市のブ

ランドになるという。 

 これはなぜかというと、柳田氏なんか私のＳＮＳを見てもらったら、尾鷲の食を

上げると、大体３００人から５００人ぐらい累計でチェックしている人がいる中で、

そばの麺であるとかピザの生地を海洋深層水で打ったのが提供されていますという

と、それに対する市外の方のコメントがかなりあるんですね。やっぱりそういうの

は需要に結びつけていくというサイクルを作らないといと、ただ単なる、古江で、

さんま寿司にしても、古江は海洋深層水を使ったさんま寿司を作っておるわけじゃ

ないですか。これを徹底的に、尾鷲のさんま寿司は海洋深層水で作っていますよと

いって味が保証されれば、それが深層水の利用度と食の提供ということにつながる

わけですので、単発じゃなくて３年ぐらい、熊野古道さんにも食の開発は全て海洋

深層水を使った食、この２００万についても３年ぐらいやるほうが私は両方、深層

水の普及にもなるし、新たな食の開発というか、見直しというか、できるのではな

いかと。ちょっと急がば回れで初心に戻るというか、こういうことから始め直すほ

うがいいんじゃないかなと思って、中途半端なことより徹底するほうがいいんじゃ

ないかなと思うんです。どうですか、その辺は。今までやってきて。 

○大和商工観光課長  おっしゃるとおり、原点に戻ってということもあって、今

年度、特に市民さんに使っていただいたり、今スタートへ戻らなあかんということ

でやっています。食の産業開発事業につきましても、地方創生交付金を使って、来

年度から３か年の事業を組み立てて、今、提案しているところでございますので、

委員さんのおっしゃる内容もここに取り入れられる部分があれば入れながら、一方

では地道に、住民の方々の利用も含めたところもやって、外にもっと言うことを進

めていきたいと思います。 

○三鬼（和）委員  地元の寿司屋さんでも、肉でも、かなり今、塩で食べるやつ

とかとあるのに、悲しいかな、尾鷲の海洋深層水の塩ですとか、そんなの出てこん

わけじゃないですか。ほかのところの有名な塩、岩塩とかがあるとかというけど、

尾鷲の海洋深層水でもそれができないことないと思うんです。それを地元の料理屋

さんに提供する流通も作ったりとか、やっぱりそうしないといと。それと、塩を使

うんですから、海洋深層水でいいわけじゃないですか、塩を取る分を。それを尾鷲

全体の食の開発の中に取り入れていくとかとすることによって、深層水の利用量を、

微々たるものにしても増やしていくというのとＰＲしていくというか、そういった

サイクルでやらないといと、私、ちょっともう一遍初心でやるほうがいいと思う。
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頼むわ。 

○大和商工観光課長  おっしゃるとおりで、利用の拡大もそうなんですけど、や

はりその名前がどこかについた商品が外に出るといったブランドというのが一番大

事なことは私どもも十分分かっておりますので、できるだけのことはやっていきた

いと思います。 

○仲委員  ２２７ページの南部地域活性化基金事業負担金２０万円。これ、ずっ

と考えとったんやけど、８市町で情報発信の拠点とするという中で、８市町といっ

たら、２０万円掛ける８で１６０万。そして、南部地域活性化局、県のほうが半分

といったら１６０万。３２０万かな。３２０万の原資ができるという中で、どうい

うふうな、イメージがちょっと湧かないものですから、事業としてはどういう経費

を使えるようなイメージをしたらよろしいですか。 

○大和商工観光課長  まずは８市町が集まって、伊勢神宮に来られたお客様を、

スマートエリアとか高速道路がつながります。そこに寄られたときに、そこに案内

拠点を８市町分のものを使って、そこから何かさせたりというものの拠点をまず作

ることと、それと、それに対してのツアーの商品を作ったりということが、現段階

では具体的にはまだ決まっておりませんが、開業も少し遅れているようなので、新

年度に入ってから、県、それから８市町という中で組み上げていくというものでご

ざいます。 

○仲委員  今の話を聞くと、賃金というか人件費が大分あるんかなと思うんです

けど、実際には、伊勢神宮からの客の流れというのは前々から言っとった話ですも

ので、ここらのほうを、やはり事業の中で組立てをやっぱり尾鷲市に有利なような

部分を取り入れていただいて、有効に活用できるようにお願いしておきます。 

 以上です。 

○楠委員  ３点ほど。まず、歳入の４５ページで三木里海水浴場ＰＲポスター作

成地元負担金、前にも言ったんだけど、尾鷲市の商工的なところの観点って、てん

でばらばらにやっているのか、一つでやれば市で全部できるわけなんですよね。な

ぜ、三木里海岸の地域の地元負担金というのが発生するのか。それをちょっと教え

てもらえませんか。 

○大和商工観光課長  これは三木里地区の限定ということになります。三木里地

区会との話の中で、一部を負担してもらっておるということでございます。 

○楠委員  地区限定といっても尾鷲市全体の一つのイベントですよね。そうであ

れば、せっかくあれだけのいいきれいな海があるのに、尾鷲市としてＰＲするべき
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であって、地区だけでやっているということ自体は尾鷲市じゃないということです

か。 

○大和商工観光課長  そんなことはございません。尾鷲市の中の三木里ビーチと

いうことで、そこは地区と共同でやっているということでございます。ですので、

ＰＲのほうは、我々のほうも主になってやるということで、少しだけ頂いていると

いうことでございます。 

○楠委員  そういうすみ分けをするんじゃなくて、尾鷲市にある三木里というと

ころでＰＲしていかないと、三木里ってどこにあるのという話になるんですよ。だ

から、やっぱり、先ほどから言っているように、観光とか、いろんな各委員さんが

言っていますけど、観光としてもっとレベルアップするには、尾鷲市の中にある三

木里ということを考えれば、やはり市の負担で出す。場合によっては、地域に出し

ている助成金とかでちょっと割愛するかどうかは別にしても、やはり尾鷲市全体の

ことの発想を持ってやらなきゃいけないんじゃないかなと思いますけど、いかがで

しょうか。 

○大和商工観光課長  おっしゃるとおりだとは思います。ただ、パンフレットを

作ったりした場合は、必ず三木里というのが入りますので。 

○楠委員  海洋深層水事業なんですけど、事業債も残っていますし、いろいろあ

るんですけど、ちょっと気になるのは、いろんなところに海洋深層水の売り込み、

これは大切なことだと思うんですけど、一方、ライフドリンクのほうのところは、

海洋水はもう販売していないと。ところが、地下水を取って販売しているんですよ

ね。単価はともかく。地下水事業をする場合は、ただで地下水って取れるんですか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  ちょっと詳細まで詰めて調べてはいないんです

けれども、井戸を掘る際には、井戸の大きさ等によって許認可が必要だと思うんで

すけれども、水を採取する場合、例えば川から直接水を引くとか、そういった場合

には、恐らく占用使用料みたいなものが必要になってくるかと思うんですけれども、

井戸の場合は恐らく要らないのではないかなというふうに考えております。 

○楠委員  多分、事業として使う場合は必要じゃないかと私は思うんですよ。通

常の家庭の人は、自分の屋敷に井戸を掘って、自家用で使うんだけど、事業用にな

ると、基本的には国の財産ですよね、極端な言い方をすれば。 

 例えば、北海道は今、中国の投資が入り込んできて、土地を買う目的は、水を欲

しいために土地を買っているんですよね。それを制限しているわけでしょう、北海

道なんかは。そういうことを考えたときに、あくまでも事業用地としてする場合は、
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多分、地下水の採取なんていっても、ただということはないと思うので、その辺は

今、答えが出なくてもいいので、県との関係もあると思うので、よく調べていただ

ければというふうに思います。 

 あと、最後に、予算書の２２７ページの負担金とか補助金のところで、特に補助

金、まちの駅ネットワーク推進事業補助金と集客交流事業推進補助金は、相手が誰

で、どういう事業評価を求めるのか教えていただけますか。 

○苫谷商工観光課係長  まちの駅ネットワーク推進事業補助金というのは、まち

の駅ネットワーク尾鷲という団体があります。こちらは、来訪客にちょっとした休

憩、あとは町の情報、あと、お手洗いとかを御提供いただくということで、令和元

年度は３１の事業者さんが、ごめんなさい、２１です。２１の事業者さんがまちの

駅という、木製で水色の文字で看板を掲げていただいております。その団体に交付

する補助金になっております。 

 集客交流事業推進補助金というのは、先ほど説明いたしました、市内の団体が、

ある程度大規模なイベントを行う。それによって尾鷲をＰＲしていただいて、交流

人口も増えるという効果を見込んで、その事業の一部に補助金を交付するという考

えのものであります。 

○楠委員  事業そのものはなかなかいいことなんですけど、そこで各２１団体と

いうのか、個人というのか、そういう方からの、最終的には、利用者の数とか、そ

ういうのを集計されているんですか。 

○苫谷商工観光課係長  すみません、利用者の数の集計というのは現在、行って

おりません。 

○楠委員  基本的に、補助金を出したら駄目だということじゃなくて、そういう

ところからが本来の商工という、観光という意味での将来に向かっての在り方をや

っていくので、手続上補助金を出すということじゃなくて、そこの精査をちゃんと

やっていかないと、無駄金とは言わないけど、実のある補助金にしていかないと、

全然尻すぼみになるし、極端な話、ＤＭＯもそうですし、こういう時節柄だから、

なかなか来てくれないんでしょうけど、そういうところも含めて、無駄な補助金と

か負担金にならないようにしておかないと、ここの精査って、本来であれば、昨年

こうだったとか、こういう実績があったので今年度の予算に盛り込むということが

ないと、本来は、この予算の数字を私たちが聞く前に、事業の成果がこうだから、

予算にこう反映しましたということがないと、ただ数字を並べて、足りるだろう、

足りないだろうと議論をしているということは数十年前の話なので、やはり成果が
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どこに出たからやる、やらない、そういうふうにすみ分けしていかないと、お金な

んか幾らあっても足りないという話になるので、この辺は市長がよく考えていると

思うんですけど、この前も言ったように、ただシーリングをやるんじゃなくて、成

果がこう出たからこうなんですよと。決算は決算で別でいいんですけど、その報告

があって、この予算の額になりましたということがないと、ただ盛り上げて、予算

概要のところに数字を書いておしまいということは、ちょっと予算の考え方、その

辺は商工だけじゃなくてほかの部分にも言えるんですけど、考え直したほうがいい

んじゃないかなと思いますけど。 

 以上です。答えは要りません。 

○南委員  ２２５ページの観光振興事業と２２７ページの観光施設整備事業に関

わってくるんかなと思うんですけれども、委託料の観光パンフ云々とあるわけなん

ですけど、これも直接予算には載っていないということなんですけれども、前もお

話しさせていただいたと思うんですが、高速道路から尾鷲の北インターを降りてい

くと、ど旨い！ですか、ど旨い！という看板は、それはそれとして置いといて、そ

れと、尾鷲節のＰＲ塔ってありますよね。ここ最近、商工の方が草刈りをきれいに

していただいているもので、議員有志の草刈り活動隊はちょっと活躍していないん

ですけど、何か、昼はまだある程度分かるんですけど、尾鷲市へようこそと。夜な

んかになると真っ暗で、ここはどこやろかって、初めて来る人は、尾鷲へ入っても

分からんと思うので、何か代わり映えしないものですから、やはり今の玄関口やで、

北インターというのは尾鷲市の差し当たっての玄関口やと思うんですね。そういっ

た意味では、市としてもっとインパクトを与えるような感じのＰＲ塔なんかを造っ

ていただきたいなとぜひ思うのが１点。 

 それと、４２号線の、前から言っている賀田の入り口にある大きな、あのＰＲ塔

のほうが大きいんですよね。あれなんか、４２号線のところに置いてもほとんど、

４２号線に来る方というのは、車でもしれてると思うんです。できたら賀田のＰＲ

塔なんか、結構お金かかると思うんですけど、どこか尾鷲の南インターのところで

もよろしいですので、そういった感じで、もったいないですわ、せっかくのものが

ね。もっと工夫をしていただきたいというのと、それともう一点が、黒の浜の、こ

れはアサリの問題じゃないですよ。以前から市が、中部電力さんからの土地を整備

する、掃除するという感じで、トイレ等の草を刈るという感じで借りていると思う

んですよね。そういった意味で、おわせＳＥＡの関係ですわね。中部電力さん自体

がどうするのかなというような感じの中で、恐らく黒の浜の話自体も、今回のＳＥ
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Ａモデルの中で、土地のことで話が上がっていると思うんですよね。結構広い土地

を持っていますので、中部電力さんが。そういった話が一体どうなっているんかな

というのをまず２点。 

○大和商工観光課長  まず尾鷲節の塔につきましては、委員さんおっしゃるよう

に、今後、高速が開通してどうするんだという時期に来ていますので、それも含め

て、今日、いろんな委員さんから御意見いただいた部分をちょっと整理させていた

だいて、観光とは、物産とは、商工とはという、ちょっとちゃんとしたものを次年

度、急いで作って、その中でやっていきたいと。 

 それと、黒の浜の土地のことについてなんですけど、ＳＥＡモデルの中からは外

れているように思います。ただし、おっしゃるとおり、敷地が中部電力の持ち物と

いうのがあって、言われるとおり、お借りして、管理はこちらでということになっ

ていますが、まだそういう話を中電のほうからいただいたことはございません。 

○南委員  ぜひとも、尾鷲市の玄関口、入り口、出口もあるんですけれども、Ｐ

Ｒするというのは一つの大きなテーマだと思うんですよね。そういった意味で、各

課が連携をして、もっとインパクトのあるような、例えば、以前から、せっかくの

海洋深層水もあるんですので、海洋深層水の町やとか、そういったのを立て看板で

も僕はどんどんＰＲすべきだと思うんですね。ぜひとも、それはそれで進んでいき

たいと思うのと、黒の浜は以前、杉田市長のときに、バイオトイレを１,０００万

ほどかけて作っていただいたんですけれども、トイレがちょっと、仕様がぼっとん

になっていたんですけど、そこら辺も今度は予算ができたら改良していただきたい

なと思うのと、それから、伊藤市長のときに、黒の浜を公園化すると言って、ちょ

っとお金を投資していただいたことがあるんですけど、やはり黒の浜は敷地面積と

してもかなりの広い面積で、恐らく５,０００人ぐらいの方が入れる砂浜もありま

すし、そういった意味で、ぜひとも浜の公園という形のものも、何かお金のかから

ない方法でできる方法があると思うんですね。そういったことも提案として、ぜひ

とも考えていただきたいと思います。 

 市長、黒の浜についてはどうですか。認識だけ。 

○加藤市長  本当に申し訳ないですけど、今年じゃない、去年のゴールデンウィ

ーク、黒の浜、孫を連れて行ってきたんですよね。アサリは取れなくても、たくさ

んの人が来られて、それで駐車するのが大変だったという記憶は残っているんです

よね。その前のアサリの件については本当に申し訳ないという一言でございます。

私もこのアサリについてはどこかないのかということについて、毎年、予算を取っ
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ていながら、どこか探して、本当にきちんと探しているのかというような思いの中

でやっていたんですけれども、本当にこれは申し訳ないと。 

 ただ、やっぱりこの黒の浜、おっしゃるように、観光メッカの一つだと思います。

これだけのお客様が毎年ゴールデンウィークとか、そういったときに大量にお越し

いただけるというような、そういったことも含めて、私は中村山公園も何とかしな

きゃならないなと思っているんですけど、公園にはやっぱり今、いろんな考え方を

持ちながら、どう進めていくのかということも含めて考えていきたいと。さっきの

浜の公園化ということをベースにしたらどうなるのかというようなことも考えてい

かなきゃならないと思うんですけれども。 

 さっきの中電の話については、まだちょっとその辺のところが明らかになってお

りません。一度ちょっとこの辺のところは投げかけて、直接の敷地じゃないけど、

関連性ということはどうなのかということも一回投げかけてみたいと思っておりま

す。すみません。ありがとう。 

○南委員  今年から都市マスタープランが見直されるということで、ぜひとも黒

の浜もある程度認識を持って、入れていただきたいと思います。お願いします。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようですので、私のほうから１点だけ、海洋深層水の

話が出ているんですけれども、商工会議所の委託から直営になって、それでもかな

りの赤字が出ているということでございますけれども、深層水の利用については、

県の栽培センターが一番使われていると思いますね。その中で、県からかなりの補

助金をもらっているので無償でやっているんですけれども、市の財政も大変厳しい

中、そろそろ県にやっぱり有償でというようなお話をしていただいたらなと思うん

ですけど、その辺、市長、課長、どうでしょうか。 

○大和商工観光課長  前副市長がいた頃に、来年度に向けてということで、あそ

この事業団の理事長のほうへ伺って、何とか見直しをということはお願いはしてお

ります。ただし、あちら様の理事会の決定ということになりますので、それを、今

年駄目でも、また行って、お願いしたいと思います。 

○三鬼（孝）委員長  市長、その辺、市長からも県へ向いて、ちょっと折衝をし

ていただきたいと思いますけど、どうでしょうか。 

○加藤市長  確かに無償で海洋深層水を使っているということで、以前、向こう

にお話ししたのは、それは実験段階のこういう話の中で、要するに、無償提供とい
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うような話。一方で、だから、たしか経費の一部負担を向こうで持とうかというこ

とがまだ検討中でありますので、その辺のところも含めて、再度チャレンジさせた

いなと思っております。 

○三鬼（孝）委員長  粘り強く交渉していただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○大和商工観光課長  最初の８号補正のときに、小川委員さんの質問で、保証料

補給の件数ということで、５０件でございます。すみません。 

○三鬼（孝）委員長  これで商工観光課の予算審査を終了いたします。御苦労さ

んでした。 

 午後は１時１５分から再開します。 

（休憩 午前１１時５４分） 

 

（再開 午後 １時１５分） 

○三鬼（孝）委員長  午前中に引き続き、常任委員会を再開いたします。 

 それでは、建設課に係る議案第１８号、令和元年度尾鷲市一般会計補正予算（第

８号）の議決について、議案第１３号、令和２年度尾鷲市一般会計予算の議決につ

いて、それと、議案第２７号、尾鷲市道路線の認定について、議案第２８号、尾鷲

市道路線の変更について、それと、報告事項が１件ありますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、最初に、議案第１８号の説明を求めます。 

○高柳建設課長  それでは、議案第１８号、令和元年度尾鷲市一般会計補正予算

（第８号）の議決についてのうち、建設課に係る予算について御説明いたします。 

 歳入から説明させていただきます。 

 予算説明書の１４、１５ページを御覧ください。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金につきましては、補

正前の額３,１１４万７,０００円に対しまして、補正後の額３,４１８万４,０００

円で、３０３万７,０００円の増額でございます。内訳につきましては、１節道路

橋梁費補助金で、社会資本整備総合交付金として、当初２,６８５万３,０００円を

計上しておりましたが、防災・減災、国土強靱化の推進のための国の補正予算によ

る追加配分がありましたので、当初予算における減額分と相殺いたしまして、交付

金として３４８万２,０００円の増額となりました。事業の詳細につきましては、

歳出において説明をさせていただきます。 
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 ２節住宅費補助金でございますが、避難路沿道建築物耐震診断事業費補助金は、

今年度は２件を予定しておりましたが、実績は１件でしたので、事業費の精算の結

果、４４万５,０００円の減額でございます。 

 次に、下段の１５款県支出金でございますが、１５款県支出金、２項県補助金、

６目土木費県補助金につきましては、補正前の額１,５０８万６,０００円に対しま

して、補正後の額８１７万６,０００円で、６９１万円の減額でございます。内訳

につきましては、地籍調査補助金が当初１,１６６万７,０００円を計上しておりま

したが、県からの補助金が５４２万４,０００円で確定したため、６２４万３,００

０円の減額となってございます。 

 次ページ、１６ページ、１７ページを御覧ください。 

 最上段の三重県避難路沿道建築物耐震診断事業費補助金は、国庫補助金と同様に、

実施件数の減少に伴う６６万７,０００円の減額でございます。 

 １５款県支出金、３項委託金、３目土木費委託金につきましては、補正前の額４

８６万４,０００円に対しまして、補正後の額２７３万８,０００円で、２１２万６,

０００円の減額でございます。内訳につきましては、港湾費委託金として、県から

委託を受けて本市が実施する港湾及び海岸清掃に関しまして、台風及び豪雨等によ

る漂着ごみの処理量が例年に比べ減少ということに伴いまして、それぞれ尾鷲港港

湾施設清掃業務委託金を５３万円の減額、尾鷲市海岸清掃業務委託金を１５９万６,

０００円の減額を行うものでございます。 

 続きまして、歳出について説明いたします。通知をいたします。 

 予算説明書の４６、４７ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費につきましては、補正前の額５,

０７８万円に対しまして補正後の額４,２０１万２,０００円で、８７６万８,００

０円の減額でございます。財源内訳は、国県支出金が６２４万３,０００円の減額、

一般財源が２５２万５,０００円の減額でございます。内容につきましては、１３

節委託料として、地籍調査事業の県補助金額の確定に伴い、地籍調査業務委託料と

して８７６万８,０００円を減額するものでございます。 

 次に、２項道路橋梁費、２目道路維持費につきましては、補正前の額８,０６４

万３,０００円に対しまして補正後の額８,８６５万１,０００円で、８００万８,０

００円の増額でございます。財源内訳は、国県支出金が３４８万２,０００円の増

額、橋梁整備事業債が４８０万円の増額、一般財源につきましては２７万４ ,００

０円の減額でございます。内容につきましては、１３節委託料で、期限内の処分が
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求められております高濃度ＰＣＢの含有調査として実施いたしました橋梁塗膜調査

業務委託料が、入札差金による１１１万９,０００円の減額、設計業務委託料とい

たしましては、ＪＲ跨線橋と大滝２橋橋梁修繕設計業務委託料の入札差金とともに、

交付金の当初配当額に減額がございまして、本年度の実施計画を見直したことによ

る６３３万円の減額となってございます。 

 一方で、１５節工事請負費でございますが、先ほど歳入でも説明をさせていただ

きましたが、本年１月末の国の強靱化に係る補正予算により、点検の結果、早急な

修繕が必要となっている梶賀第一トンネルの修繕工事の交付金の予算配当があった

ことによる増額でございます。梶賀第一トンネル長寿命化修繕事業の詳細について

は、資料により、担当係長から説明をさせていただきます。 

○岡田建設課係長  資料を御覧ください。 

 工事の内容としましては、梶賀第一トンネルの延長３９０メートルのうち、曽根

町側から約９０メートル分において、トンネル内部のコンクリート剥落防止対策及

びひび割れからの漏水対策工事を行う予定です。 

 なお、写真は過去に実施した点検時のもので、トンネルの健全度の評価としては、

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態であるとさ

れるⅢ判定となっております。 

 なお、工事の実施につきましては、当該補正予算を御承認いただいた後に、国へ

の交付申請等の事務手続を進め、来年度の早い段階で契約できるよう工事発注を進

めたいと考えております。 

○高柳建設課長  予算説明書の４８、４９ページを御覧ください。 

 次に、７款土木費、３項河川費、２目砂防費につきましては、補正前の額２,０

００万に対しまして補正後の額２,８４０万円で、８４０万円の増額でございます。

財源内訳といたしましては、地方債が７９０万円の増額、一般財源が５０万円の増

額でございます。内容につきましては、１９節負担金、補助及び交付金で、三重県

が実施する急傾斜地崩壊対策事業地元負担金の確定に伴い、補正を行うものでござ

います。 

 また、これと併せて、繰越明許費について御説明いたします。 

 予算説明書の７ページを御覧ください。 

 繰越明許費補正といたしまして、７款土木費、２項道路橋梁費の梶賀第一トンネ

ル長寿命化修繕事業として１,９５０万円、同じく７款土木費、３項河川費の県の

急傾斜地崩壊対策事業の地元負担金として１,２００万円の繰越明許費を計上して
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おります。 

 梶賀第一トンネル長寿命化修繕事業の内容につきましては、先ほど係長から説明

をさせていただいたとおりでございますが、急傾斜事業について、資料により説明

をさせていただきます。通知をいたします。 

 急傾斜地の明許繰越でございますが、確定した本年度事業費並びに繰越明許費に

係る一覧を資料として添付してございます。上段の表が国の交付金事業、下段の表

が県単独事業で、それぞれ実施箇所や予算の種別ごとに記載しております。金額欄

の左側は令和元年度の確定事業費、真ん中の欄はそのうちの年度内の執行事業費、

右の欄が令和２年度への繰越額となっております。その中で、それぞれの事業費、

負担割合、本市の負担金額を記載しております。 

 今回の補正につきましては、令和元年度予算といたしまして、当初交付金事業全

体で１億円、県単急傾斜地崩壊対策事業として５,０００万円で、それに対しての

本市の負担金合計額として２,０００万円を当初計上しておりましたが、国の国土

強靱化予算による補正を含め、災害時の緊急対応ですとか事業推進のための予算確

保を図っていただいた結果、交付金事業として２億１,０００万円、県単急傾斜地

崩壊対策事業として３,２００万円、県単災害緊急対策事業として１,０００万円と

なり、それに対しての本市の負担金合計額が２,８４０万円となりましたので、今

回８４０万円を増額したいと考えております。 

 その中で、交付金事業の繰越明許費といたしましては、③番の九鬼２地区におい

て６,０００万円、⑤番の国の補正予算に係る宮ノ上地区（その４）の３,０００万

円、そして、県単事業といたしましては、昨年１０月の豪雨で被災し、１２月の常

任委員会でも説明をさせていただいた⑦番の九鬼２地区の１,５００万円が、それ

ぞれ関連工事の進捗状況ですとか補正予算の活用等々の理由により年度内の完了が

見込めず、令和２年度へ繰越しとなるため、それに伴う本市の負担金１,２００万

円について繰越明許費の補正を行うものでございます。 

 通知いたします。次に、予算書の４８、４９ページにお戻りください。 

 ７款土木費、４項港湾費、１目港湾管理費につきましては、補正前の額１,２２

６万２,０００円に対しまして補正後の額１,０１３万６,０００円で、２１２万６,

０００円の減額です。財源内訳は、国県支出金として２１２万６,０００円の減額

で、内容については、先ほど歳入で説明いたしましたとおり、台風及び豪雨等によ

る漂着ごみの処理量が減少したことによる減額で、尾鷲港港湾施設清掃業務委託料

５３万円と尾鷲市海岸清掃業務委託料１５９万６,０００円の減額でございます。 
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 次に、７款土木費、５項都市計画費、２目街路事業費につきましては、補正前の

額５,９６９万３,０００円に対しまして補正後の額５,０６１万４,０００円で、９

０７万９,０００円の減額でございます。財源内訳は、一般財源が９０７万９,００

０円の減額です。内容につきましては、１９節負担金、補助及び交付金として、三

重県が実施する尾鷲港新田線整備事業の今年度事業費の確定に伴う本市の地元負担

金９０７万９,０００円の減額でございます。 

 次に、７款土木費、６項住宅費、１目住宅管理費につきましては、補正前の額２,

９５５万３,０００円に対しまして補正後の額２,７７３万３,０００円で、１７８

万円の減額です。財源内訳は、国県支出金が１１１万２,０００円の減額、一般財

源が６６万８,０００円の減額でございます。内容につきましては、避難路沿道建

築物耐震診断補助金について、計画に対して実施件数が少なかったことから１７８

万円の減額となっております。 

 予算説明書の５２、５３ページを御覧ください。 

 次に、１０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木

施設災害復旧費につきましては、補正前の額９,８７５万５,０００円に対しまして

補正後の額９,７７８万１,０００円で、９７万４,０００円の減額です。内容とい

たしましては、昨年１０月に発生した普通河川岡の川の災害申請に係る設計積算業

務委託料の完了に伴う事業費の確定で、入札差金による減額が主なものでございま

す。 

 以上で補正予算に係る説明を終了いたします。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○三鬼（孝）委員長  建設課に係る議案第１８号の説明が終わりましたので、御

質疑ある方は御発言願います。よろしいですか。 

○三鬼（和）委員  トンネルの工事費が上がっているじゃないですか。それと繰

越明許の金額が違うね。どの部分なの、これ。 

○高柳建設課長  補正予算でトンネルの工事費を頂きましたという御説明をさせ

ていただきましたけれども、当初の配分額が、要望したうちの歳出として組ませて

いただいた予算より、国の配分が当初少なかったというのがございます。その少な

かった事業費に対して、例えば橋梁の修繕工事とかというのが事業計画を見直しま

して、その当初の既決予算が一部予算の未執行分がございましたので、その金額と

補正予算で頂いた金額を合計すると、補正予算よりも少し金額的には大きなロット

で発注できるということでございますので、その辺りは同じ交付金事業のメニュー
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の中で活用可能ですので、そういう形でトンネルの予算を今回、計上させていただ

いたところでございます。 

○三鬼（和）委員  ということは、工事代が１,９５０万までは工事ができるとい

うように考えたらいいか。決算で分かってくることだと思うんですけど。 

○高柳建設課長  委員御指摘のとおりでございます。 

○奥田委員  ちょっと細かい話ですけど、最後のページの５２、５３ページのと

ころの設計積算業務委託料９７万４,０００円の減額なんですけど、財源構成のと

ころを見ると、４７０万地方債減額で、一般財源３７２万６,０００円増えている

じゃないですか。これはどういうこと。借りられなかったということかな。地方債

が減額になったけれども、どういうふうに理解すればいい。 

○高柳建設課長  この岡の川の工事の設計積算で設計委託料を１２月の追加議案

ということで補正をいただいたんですけれども、その中で地方債を充てて補正予算

を組んでいただいたかと思うんですけど、その辺りをちょっと財政課さんと詳細な

お話ができていませんけれども、その起債の関係で減額されたのかなということで

理解しております。 

○奥田委員  珍しいあれですよね。減額で起債が大きくて、一般財源が増えると

いうのがね。どういうことやったのか。起債ができなかったということですか。 

○高柳建設課長  この補正後の額、９,７００万強の予算、これについては、昨年

度１０月に発生した豪雨による対応が主なものでございますが、その中で、国債で

岡の川の申請をさせていただいて、満額認めていただいたわけなんですけれども、

それ以外の小規模な国債の採択基準に満たないような災害についても、我々はその

災害でということで申請をさせていただいたんですけれども、中には、これはちょ

っと国債ではない、地方単独災害としても維持管理に係るものやとかということで、

いろいろと協議の中で落とされたものもございましたので、その部分も多分にこの

中に入っておるのかなということで考えております。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、建設課に係る議案第１８号の

審査を終わります。 

 続きまして、議案第１３号の説明を求めます。 

○高柳建設課長  それでは、続きまして議案第１３号、令和２年度尾鷲市一般会

計予算の議決についてのうち、建設課に係る予算について御説明いたします。 
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 まず、歳入から説明させていただきます。 

 予算説明書の２２、２３ページを御覧ください。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木使用料につきましては、本年度

予算額２,１１９万１,０００円で、前年度予算額に対しまして１００万４,０００

円の減額でございます。主な内容といたしましては、２節道路橋梁使用料で道路等

占用料の６７２万８,０００円、３節河川使用料として河川や井溝敷使用料の占用

料５８万９,０００円、５節住宅使用料の１,３８３万５,０００円は、内訳として、

現年度分１,２９５万４,０００円と、次ページになりますけれども、過年度分が８

８万１,０００円でございます。 

 次ページの２６、２７ページを御覧ください。 

 １３款使用料及び手数料、２項手数料、４目土木手数料につきましては、証明関

係等手数料として本年度予算額１,０００円で、前年度予算額と同額でございます。 

 次ページ、２８、２９ページを御覧ください。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金につきましては、本

年度予算額６,０２３万４,０００円で、前年度予算額に対しまして２,９０８万７,

０００円の増額でございます。内容といたしましては、まず１節道路橋梁費補助金

５,６５９万５,０００円で、これは道路橋やトンネルなどの長寿命化修繕等に関す

る社会資本整備総合交付金でございます。 

 次に、２節住宅費補助金３６３万９,０００円でございますが、内訳といたしま

しては、住宅・建築物耐震改修等事業補助金２７５万９,０００円と避難路沿道建

築物耐震診断事業費補助金８８万円でございます。 

 ３４、３５ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、２項県補助金、５目土木費県補助金につきましては、本年度予

算額１,９５３万４,０００円で、前年度予算額に対しまして４４４万８,０００円

の増額でございます。内容といたしましては、１節土木費補助金１,９５３万４,０

００円で、内訳といたしましては、建築基準法施行事務取扱市町村交付金２万５,

０００円、三重県木造住宅耐震補強補助金１９５万９,０００円、地籍調査補助金

１,６８９万円、三重県避難路沿道建築物耐震診断事業費補助金６６万円です。 

 次ページ、３６、３７ページを御覧ください。 

 １５款県支出金、３項委託金、３目土木費委託金につきましては、本年度予算額

４８６万４,０００円で、前年度予算額と同額でございます。内容といたしまして

は、１節港湾費委託金４８６万４,０００円で、内訳といたしましては、賀田港三
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木里港港湾統計調査委託金６万４,０００円、尾鷲港港湾施設清掃業務委託金１８

０万円、尾鷲市海岸清掃業務委託金３００万円でございます。 

 ４２、４３ページを御覧ください。 

 ２０款諸収入、５項雑入、１目雑入につきまして、２節総務費雑入のうち建設課

分は、説明欄の中ほどにございます水道管埋設に伴う舗装復旧金１０万円と、下か

ら３項目目にございますコピー使用料（建設課）分の１,０００円でございます。 

 次ページ、４４、４５ページを御覧ください。 

 ６節土木費雑入６万９,０００円につきましては、三重県社会基盤整備協会から

の旅費負担金１,０００円と、防犯カメラ等電気代として、港湾防犯カメラの設置

事業者負担分として６万８,０００円を計上しております。 

 続きまして、歳出について説明いたします。 

 予算説明書の１８６、１８７ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、４項下水道費、１目下水道整備費につきましては、本年度予算額２

２５万円で、前年度予算額に対しまして７００万円の減額でございます。財源内訳

は、一般財源が２２５万円でございます。内容は下水道整備事業２２５万円で、内

訳といたしましては、１０節需用費で、市内各所の下水路修繕料１３５万円、１１

節役務費で、市内下水路修繕等手数料９０万円でございます。 

 ２２８、２２９ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費につきましては、本年度予算額５,

６４９万１,０００円で、前年度予算額に対しまして１０１万４,０００円の増額で

ございます。財源内訳は、特定財源の国県支出金が１,６８９万円、その他が３,０

００円、一般財源が３,９５９万８,０００円でございます。 

 次ページの２３０、２３１ページを御覧ください。 

 内容は、土木総務一般事務費４２７万９,０００円でございます。主な内訳とい

たしましては、１節報酬２万７,０００円で、尾鷲港濁水問題協議会学識経験者等

の委員報酬です。 

 ８節旅費３５万５,０００円で、普通旅費でございます。 

 １０節需用費７６万８,０００円で、消耗品費、建設課が管理しております公用

車の燃料費等でございます。 

 １１節役務費３８万５,０００円で、主なものといたしましては登記手数料２５

万円でございます。 

 １２節委託料２５万円は、境界確定等に係る測量設計業務委託料でございます。 
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 １３節使用料及び賃借料９０万５,０００円でございます。これは複合機使用料

２８万２,０００円及び土木設計システム借上料６２万３,０００円でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金１５８万２,０００円で、主なものといたしまし

ては次ページを御覧ください。紀勢自動車道建設促進三重県期成同盟会会費２８万

円、熊野尾鷲道路建設促進期成同盟会会費２５万円、三重県社会基盤整備協会会費

９１万２,０００円でございます。 

 ２６節公課費７,０００円で、建設課公用車の自動車重量税でございます。 

 次に、地籍調査事業２,２６５万７,０００円でございます。詳細につきましては、

主要施策の予算概要及び資料により御説明いたします。 

 通知をいたします。主要施策予算概要８４ページを御覧ください。 

 予算科目といたしましては、７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費のう

ち地籍調査事業でございます。 

 まず、本事業の目的といたしましては、境界等地籍の明確化を行うことにより、

境界のトラブルの防止、土地取引の円滑化や県事業との連携など公共事業推進の円

滑化を図ることを目的とし、事業を実施してございます。事業の内容といたしまし

ては、連絡調整会議や研修などへの参加のための旅費として１５万６,０００円、

事務消耗品費として２万円、関係地権者への通知等に係る役務費が３万２,０００

円、調査業務の委託料として２,２３１万２,０００円、関係する協議会等への負担

金など１３万７,０００円で、合計で２,２６５万７,０００円でございます。財源

内訳といたしましては、県支出金として１,６８９万円と一般財源５７６万７,００

０円でございます。 

 令和２年度事業の詳細につきましては、行政常任委員会資料３ページを御覧くだ

さい。 

 令和２年度に事業を実施する天満地区の位置図でございます。天満地区につきま

しては、本年度、現地の各地権者等との境界立会いの工程の実施が完了いたします

ので、令和２年度は次の工程といたしまして、立会い済みの箇所約０.２６平方キ

ロメートルの範囲につきまして、筆界点の細部測量を実施し、図面作成等を実施す

る予定でございます。 

 地籍調査事業に関しましては以上でございます。 

 次に、予算説明書の２３２、２３３ページへお戻りください。 

 ７款土木費、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費につきましては、本年度予算

額５,７１３万６,０００円で、前年度予算額に対しまして３,６７１万２,０００円
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の増額でございます。財源内訳は、特定財源の国県支出金が２,１９４万５,０００

円、地方債１６０万円、その他が６７２万８,０００円、一般財源が２,６８６万３,

０００円でございます。 

 次ページ、２３４、２３５ページを御覧ください。 

 建設課に係る内容といたしましては、道路橋梁管理費が４,２２１万円でござい

ます。内訳といたしましては、１０節需用費６５万円で、主な内容といたしまして

は光熱水費６０万円でございます。 

 １１節役務費７００万円で、ＪＲ軌道敷内の橋梁補修工事及び点検作業時に必要

となる線路閉鎖作業手数料でございます。 

 １２節委託料３,４３２万２,０００円につきましては、道路法の規定に基づく道

路台帳更新業務委託料が３３２万２,０００円、９橋のＪＲ跨線橋を含む２５橋の

法定点検を実施する橋梁点検業務委託料が３,１００万円でございます。 

 １３節使用料及び賃借料２３万８,０００円は、国道４２号横断地下道防犯カメ

ラ回線使用料でございます。 

 次に、２目道路維持費につきましては、本年度予算額９,２１４万３,０００円で、

前年度予算額に対しまして１,１５０万円の増額でございます。財源内訳は、特定

財源の国県支出金が３,４６５万円、地方債２,５４０万円、その他が１０万円、一

般財源が３,１９９万３,０００円でございます。詳細につきましては、担当係長よ

り御説明させていただきます。 

○岡田建設課係長  それでは、道路維持費につきまして説明いたします。 

 予算科目といたしましては、７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費でご

ざいます。事業の概算及び予算に関しましては、主要施策の予算概要８５ページ及

び資料により説明いたします。 

 事業名、道路維持事業、事業目的としましては、老朽化している道路橋の維持管

理を行うとともに、道路の局部的な修繕や舗装の改良、清掃・除草作業を実施し、

地域の道路網の安全性・信頼性を確保することを目的とします。 

 主な事業内容としましては、需用費９１４万３,０００円として、市内各所道路

修繕ほかになります。役務費５００万円の内訳は、道路除草、道路清掃作業等にな

ります。 

 委託料６００万円の内訳としまして、ＪＲをまたぐ跨線橋３橋の修繕積算委託料

４５０万円、梶賀第一トンネル修繕工事設計委託料１５０万円でございます。 

 工事請負費７,２００万円の内訳は、市内各所舗装工事１,８００万円、泉町、三



－４６－ 

木里町ほかの舗装工事を予定しております。 

 橋梁修繕工事として３,７５０万円、ＪＲをまたぐ跨線橋３橋の修繕工事を予定

しております。令和４年度まで予定している梶賀第一トンネルの修繕工事として、

１,６５０万円を予定しております。合計の事業費としまして９,２１４万３,００

０円となり、その他特定財源内訳としましては、国庫支出金として社会資本整備総

合交付金３,４６５万円、その他特定財源として２,５５０万円の内訳として、水道

管理埋設に伴う舗装復旧金１０万円、橋梁整備事業債１,７８０万円、梶賀第一ト

ンネル修繕事業債７６０万円、一般財源が３,１９９万３,０００円となっておりま

す。 

 資料の４ページを御覧ください。今回、工事を行うＪＲ跨線橋位置図となります。 

○高柳建設課長  続きまして、３目道路新設改良費を説明いたします。 

 予算書の２３６、２３７ページを御覧ください。 

 本年度予算額５,８００万円で、前年度予算と同額でございます。財源内訳は、

特定財源の地方債が３,６００万円、一般財源が２,２００万円でございます。詳細

につきましては、担当係長より説明をさせていただきます。 

○岡田建設課係長  それでは、道路新設改良費につきまして説明いたします。 

 予算科目といたしましては、７款土木費、２項道路橋梁費、３目道路新設改良費

でございます。事業の概要及び予算に関しましては、主要施策の予算概要の８６ペ

ージを御覧ください。 

 事業名、市道改良事業、事業目的としましては、建設課にて管理する道路施設に

ついて、道路パトロールや住民からの要望に基づき、市道の機能改善及び改良工事

を適切に推進し、安全安心な市民の利用を図ることを目的とします。主な事業内容

としましては、各地区自治会より要望のあった箇所の道路改良工事を行う事業とな

ります。 

 まず、需用費としまして修繕料１,３００万円、工事請負費としまして市内各所

道路改良工事４,５００万円。内容は、早田線道路改良工事、宮ノ上９号線道路改

良工事ほかとなり、合計の事業債は５,８００万円となります。財源内訳は、一般

財源２,２００万円、その他特定財源３,６００万円です。なお、その他特定財源の

内訳としましては道路改良事業債３,６００万円となります。 

 以上です。 

○高柳建設課長  予算説明書の２３６、２３７ページへお戻りください。 

 下段の表、７款土木費、３項河川費、１目河川総務費につきましては、本年度予
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算額７７３万円で、前年度予算と同額でございます。財源内訳は、特定財源その他

が５８万９,０００円、一般財源が７１４万１,０００円でございます。内容は河川

改良事業です。 

 内訳といたしましては、１０節需用費２７０万円で、市内各所の河川修繕料でご

ざいます。 

 １１節役務費が２５０万円で、河川の修繕手数料や除草作業に係る手数料でござ

います。 

 １４節工事請負費が２５０万円で、北浦谷川改修工事費でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金が、全国海岸協会会費の負担金３万円でございま

す。 

 続きまして、２目砂防費につきましては、本年度予算１,２９０万円で、前年度

予算額に対しまして７１０万円の減額でございます。財源内訳は、特定財源の地方

債１,１６０万円と一般財源１３０万円でございます。内容は砂防事業で、内訳と

いたしましては、１８節負担金、補助及び交付金１,２９０万円で、県が実施する

急傾斜地崩壊対策事業に関する地元負担金でございます。 

 次ページ、２３８、２３９ページを御覧ください。 

 ７款土木費、４項港湾費、１目港湾管理費につきましては、本年度予算額１,１

９１万６,０００円で、前年度予算額に対しまして３４万６,０００円の減額でござ

います。財源内訳は、特定財源の国県支出金４８６万４,０００円とその他が６万

６,０００円、一般財源６９８万６,０００円でございます。内容は、港湾管理一般

事務費３２万２,０００円及び港湾整備維持補修費１,１５９万４,０００円でござ

います。 

 港湾管理一般事務費の内訳につきましては、１０節需用費２０万５,０００円で、

主たるものは修繕料１５万円でございます。 

 １１節役務費は９,０００円で、開示請求複写手数料や通信運搬費でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金１０万８,０００円で、主なものといたしまして

は尾鷲港運営協議会の会費１０万円でございます。 

 続きまして、港湾整備維持補修費１,１５９万４,０００円でございます。内訳と

いたしましては、１０節需用費１８８万１,０００円で、主なものは光熱水費１５

４万円でございます。 

 １１節役務費３０１万２,０００円で、これは主に浄化槽保守点検等手数料でご

ざいます。 
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 １２節委託料６１０万１,０００円で主なものといたしましては、尾鷲港港湾施

設清掃業務委託料１８０万円、尾鷲市海岸清掃業務委託料３００万円でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金６０万円でございますが、次ページを御覧

ください。最上段になりますが、内容といたしましては尾鷲港湾海岸施設維持補修

費負担金でございます。 

 次に、２４０、２４１ページを御覧ください。 

 ７款土木費、５項都市計画費、１目都市計画総務費につきましては、本年度予算

額２,１００万円で、前年度予算額に対しまして１,２４７万３,０００円の増額で

ございます。財源内訳は一般財源でございます。 

 そのうち建設課に係る内容といたしましては、都市計画一般事務費１,４７３万

７,０００円でございます。内訳といたしましては、１節報酬２９万７,０００円で、

都市計画審議会委員報酬でございます。 

 ８節旅費８万８,０００円は普通旅費、１０節需用費２２万７,０００円は消耗品

費として都市計画道路の花壇の花木肥料代、１１節役務費１９万７,０００円で通

信運搬費、１２節委託料１,３９０万円は尾鷲市都市計画マスタープランの見直し

業務委託料でございます。本委託料の詳細につきましては、担当係長より説明をさ

せていただきます。 

○岡田建設課係長  資料の５ページを御覧ください。 

 尾鷲市都市計画マスタープラン見直し業務委託、見直しの背景としまして、２０

１０年（平成２２年）に２０３０年を目標年次とする現行の都市計画マスタープラ

ンを策定してから約１０年が経過し、おおむね中間時点を迎えることとなります。

策定後から本市を取り巻く社会情勢や都市環境に変化が生じています。本マスター

プランの上位計画である県の都市計画区域マスタープランが、２０２０年をめどに

見直しが予定されています。 

 見直しの狙いとしまして、現行のマスタープランに基づく施策等の検証を行うと

ともに新たな課題を整理し、より実効性の高い「まちづくり」の推進を目指します。

まちづくり関係の法制度の改正や国の施策の創設などといった社会情勢の変化への

対応を図ります。少子高齢化や人口減少、防災面などの安全な地域づくりへの意識

の高まりや「おわせＳＥＡモデル」の計画など、地域を取り巻く都市環境の変化へ

の対応を図ります。 

 業務概要としまして、上位計画や関連計画との整合性を考慮しつつ、今般の社会

情勢等の変化や現況分析を踏まえた都市づくり上の課題に適切に対応するため、都
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市計画マスタープランの中間見直しを実施していきます。項目としまして、関連法

令や見直しに係る資料収集及び計画準備、上位・関連計画における都市づくりに関

連する事項の整理と課題の抽出、都市の現況分析・評価・将来値の推計作業、市民

アンケート調査の実施、これは集計分析となります。都市づくりの課題整理、全体

構想、将来像の検討、都市整備の方針、地域別構想としましては、地域区分・地域

別課題の整理、地域別まちづくり方針等を行います。全体、地域別構想計画の実現

に向けた方策をしながら、地域懇談会、各種委員会及び都計審議会等への支援を行

い、それに係る協議資料を作成してもらうような内容となります。 

 説明は以上となります。 

○高柳建設課長  予算説明書２４２、２４３ページへお戻りください。 

 最上段の都市計画一般事務費の１８節負担金、補助及び交付金でございますが、

内容といたしましては、都市計画協会負担金２万８,０００円でございます。 

 次に、２目街路事業費につきましては、本年度予算額４,５６８万４,０００円で、

前年度予算額に対しまして１,３７０万９,０００円の減額でございます。財源内訳

は、特定財源その他が１,０００万円、一般財源が３,５６８万４,０００円でござ

います。そのうち建設課に係るものといたしましては、一般街路整備事業４ ,０６

３万円でございます。それでは、詳細につきまして、担当係長より説明をさせてい

ただきます。 

○岡田建設課係長  それでは、一般街路整備事業につきまして説明いたします。 

 予算科目といたしましては、７款土木費、５項都市計画費、２目街路事業費のう

ち一般街路整備事業でございます。事業の概要及び予算に関しましては、主要施策

の予算概要の８７ページを御覧ください。 

 事業名、一般街路整備事業、事業目的としましては、都市計画道路の維持管理及

び修繕、改良工事を推進し、安心安全な市民の利用を図るとともに、三重県事業と

して推進される尾鷲港新田線整備事業への連携及び協力を行い、早期完成すること

を目的とします。 

 主な事業内容としましては、需用費２０２万６,０００円の内訳は、修繕費２０

０万円、消耗品費２万６,０００円になります。役務費２７万円の内訳は、都市計

画道路修繕手数料２７万円、工事請負費１,３００万円、内訳としまして、尾鷲港

新田線舗装改良工事として１,３００万円、負担金、補助及び交付金２,５３３万４,

０００円の内訳は、三重県事業にて進めております尾鷲港新田線街路事業地元負担

金として２,５３３万４,０００円であります。 
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 合計の事業費は４,０６３万円であります。財源内訳としましては、その他特定

財源が１,０００万円、一般財源が３,０６３万円となります。 

 次に、資料の６ページを御覧ください。 

 赤丸部分が今回、工事を行う箇所です。国道４２号線交差点から光ヶ丘に向かう

箇所の車道、歩道の舗装打ち替え工事を予定しております。 

 以上となります。 

○高柳建設課長  予算説明書の２４２、２４３ページを御覧ください。 

 最下段でございますが、３目公園費につきましては、本年度予算額７８８万８,

０００円で、前年度予算額に対しまして１０６万円の減額でございます。財源内訳

は、国県支出金として２００万円、特定財源その他が９,０００円、一般財源が５

８７万９,０００円で、内容は都市公園事業でございます。 

 内訳といたしましては、１０節需用費１３５万９,０００円で、主なものといた

しましては次ページを御覧ください。光熱水費３３万８,０００円、都市公園等の

施設修繕料１００万円でございます。 

 １１節役務費は３０４万２,０００円で、主なものといたしましては、都市公園

等の樹木剪定・除草手数料３５万円、中村山公園の立木伐採作業手数料２００万円

でございます。 

 １２節委託料は３４５万５,０００円で、主なものといたしましては、都市公園

の遊具点検手数料が５６万５,０００円、中村山公園他管理委託料２１３万７,００

０円でございます。 

 １５節原材料は、大曽根公園テニスコートの原材料費３万２,０００円でござい

ます。 

 ７款土木費、６項住宅費、１目住宅管理費につきましては、今年度予算額２,５

５７万７,０００円で、前年度予算額に対しまして７３２万４,０００円の減額でご

ざいます。財源内訳は、特定財源の国県支出金６２８万３,０００円、その他９２

８万円、一般財源１,００１万４,０００円でございます。 

 次ページの２４６、２４７ページを御覧ください。 

 内容といたしましては、住宅管理一般事務費が８９８万６,０００円でございま

す。内訳といたしましては、８節旅費４万８,０００円、１０節需用費４３万円で、

住宅使用料の納入通知書用紙代等の事務消耗品費でございます。 

 １２節委託料、１８節負担金、補助及び交付金につきましては、担当係長より説

明をさせていただきます。 



－５１－ 

○上村建設課係長  それでは、７款土木費、６項住宅費、１目住宅管理費、住宅

管理一般事務費のうち、１２節委託料及び１８節負担金、補助及び交付金の詳細に

つきまして御説明いたします。 

 事業の概要及び予算に関しましては、主要施策の予算概要の８８ページを御覧く

ださい。 

 事業の目的としまして、地震・防災対策の充実を図るため、市民の財産である住

宅のうち、昭和５６年以前に建築された木造住宅及び避難路沿道に建築された住宅

について耐震診断を行い、住宅の耐震を促進することで地震による被害の軽減を図

るものです。 

 事業内容としまして、１２節委託料として住宅建築物耐震診断委託料３１０万４,

０００円、また、１８節負担金、補助及び交付金として木造住宅耐震補強補助金３

０１万４,０００円、木造住宅耐震補強設計補助金１６万円、避難路沿道建築物耐

震診断補助金２２０万円で、事業費の合計８４７万８,０００円となっております。

財源内訳は、国庫支出金３６３万９,０００円、県支出金２６１万９,０００円、一

般財源が２２２万円となります。 

 以上です。 

○高柳建設課長  予算説明書の２４６、２４７ページを御覧ください。 

 公営住宅維持補修費につきましては４２３万８,０００円でございます。内訳と

いたしましては、１０節需用費３７６万４,０００円で、主なものといたしまして

は市営住宅の修繕料３７０万円でございます。 

 １１節役務費は４７万４,０００円で、主なものは通信運搬費１０万６,０００円、

貯水槽法定点検及び清掃手数料５万１,０００円、市営住宅除草作業手数料２０万

円でございます。 

 続きまして、予算説明書の３０６、３０７ページを御覧ください。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木施設災

害復旧費につきましては、本年度予算額１００万円で、前年度予算額と同額でござ

います。財源内訳は全て一般財源で、内容は公共土木施設復旧費で、工事請負費で

ございます。 

 以上で令和２年度当初予算に係る説明を終了させていただきます。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  建設課に係る議案第１３号の説明が終わりましたので、御

質疑がある方、御発言をお願いします。 
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○三鬼（和）委員  ２３４、２３５かな、道路維持費なんですけど、委託料で設

計業務委託料６００万のうちの１５０万がトンネル修繕、梶賀第一トンネルとなっ

ていますね。令和２年度事業ということで。さっき補正でトンネル、令和元年度予

算で出てきたじゃない。これは関連するんですか。 

○高柳建設課長  トンネルの修繕でございますけれども、こちら、先ほど係長の

ほうから説明させていただきましたように、延長が３９０メートルということで、

今回は曽根側の約９０メートルを補正予算で対応させていただくと。ちょっとトン

ネルの補修自体が、単年度でなかなかできるようなボリュームではありませんでし

たので、一応令和２年度から４年度までという形で計画をしてございました。その

うち補正予算ということで事業を前倒しして予算を頂きましたので、来年度以降も

一応継続事業という形では考えてございますので、その辺りは補正予算の進捗状況

とかも見ながら、その工事路等も検討しながら進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○三鬼（和）委員  それは大体そうだろうなと思うんですけど、令和元年度の設

計委託料ですか、これは令和元年度分の設計になるんですか。新たな設計になるん

ですか。２年度で今１５０万設計代が計上されているじゃないですか。これの説明

だけ、すみません。 

○高柳建設課長  基本的な設計自体は完了しておりますので、この後、修繕設計

ということで、積算とか、そういうものも今後、工事を発注するに当たっては、ち

ょっと特殊工法とかも出てきますので、必要になってきますので、その設計委託料

ということで御理解いただければと思います。 

○三鬼（和）委員  令和元年度分も含めて、もう一遍その詳細のところの設計委

託をするという理解でいいわけですね。 

 それと、もう一つ、２３９ページの港湾整備維持補修費の中に尾鷲市海岸清掃業

務委託料３００万が計上されているんですけど、これ、主に三木里海岸等というこ

とで理解したらいいんですか。その辺もちょっと詳しく説明してください。 

○岡田建設課係長  そうです。三木里の海水浴場の周辺の維持管理を３００万円

と計上させていただきます。工法替わりといいまして、特殊工法がちょっとその関

係で切り替わりますので、その部分をもう一度ということで計上させていただきま

した。 

○仲委員  ２４３ページの一般街路整備事業、それから、主要事業で８７ページ

やけど、ちょっと自分でも整理できんもので確認のために、一般街路整備事業で、
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工事請負費が尾鷲港新田線舗装改良工事に１,３００万、もう一つは、県事業とし

て推進される街路事業の負担金が２,５３３万４,０００円あるんですけど、県事業

で推進されるということで負担金が出されると、それはちょっと理解するけど、そ

の後、事業が完成して、街路事業の管理ですね。それはどこになるんですか。 

○高柳建設課長  おっしゃったように、この街路事業地元負担金というのは今、

県のほうで進めていただいております尾鷲港新田線の事業に係る分でございます。

今、進めていただいているところも含めまして、４２号から海側については県道と

して、最終的には管理をいただくという形になってございます。 

○仲委員  国道から上は市がせんならんということでよろしいですね。 

 もう一点、街路事業地元負担金が今年度２,５００万程度あるんですけど、額は

少ないんですけど、この事業の内容について、どこをやるというような部分までは

把握されていますよね。 

○高柳建設課長  この負担金につきましては、先ほどおっしゃっていただいたよ

うに、県事業に係る事業費の６の１の地元負担でございます。来年度につきまして

は、引き続き本線道路に係ります用地補償に係る費用であるということで伺ってお

ります。 

○楠委員  予算書の２３５ページ、道路橋梁管理費のところで、役務費で線路閉

鎖作業手数料７００万と、それに関連して橋梁点検業務委託料３,１００万。これ

は、事業の内容からすると、ＪＲの立会いだとか、それからあと、点検業務委託で

すから、昼間にやる関係で、この金額が高いのかどうか。 

○高柳建設課長  まず線路閉鎖手数料でございますけれども、こちらの線路閉鎖

といいますのは、軌道敷内の作業を行う場合に、鉄道事業法の法律に基づきまして、

列車を進入させないような形でやらなければならないという形で、そういう手続が

必要になってございます。その手続を行うのが、有資格者により、その線路閉鎖と

いう作業を行わなければならない。その線路閉鎖を行うには線路閉鎖責任者を配置

できるＪＲが実施する必要があるということで、その費用として手数料を見込んで

ございます。 

 その作業をいつするかという形になってきますけれども、実際に安全作業という

ことになってきますと、列車の運行のないとき、主に夜間が中心になってこようか

と思いますけれども、そういう時間帯での作業になってきます。ただ、その夜間で

はあるんですけれども、ダイヤ等の関係もありますし、臨時の関係もありますので、

そこは線路閉鎖という手続が法的にも定められておりますので、その費用が必要に
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なってくるということでございます。 

○楠委員  その際、ＪＲの専門の方が立会いはするんでしょうけど、夜間作業の

ときは、市の職員は立会いは計画されているんですか。 

○高柳建設課長  作業の節目の段階で立ち会うこともあろうかと思いますけれど

も、基本的には、施工業者さんとＪＲという形で作業は主として進められる形にな

りますので、我々も主要な段階では立ち会うことも出てこようかと思います。 

○三鬼（孝）委員長  ございませんか。 

○南委員  ２３９ページ、港湾の問題で直接今回の予算には関係ないので、申し

訳ないんですけど、市が重要港湾に、４２年に指定されてから５０数年たちます。

それ以前に、４１年には貿易港として、中部電力の石油タンカーを入れるというこ

とで開港指定をされまして、開港指定が中電の閉鎖とともに、２９年だったかな、

１月１日に取消し、結局、不開港ということになったんですけれども、開港と重要

港湾というのは、僕は大きな関連があると考えておりますし、当然重要港湾は、皆

さん、知ってのとおり、国際、国内海上交通の拠点となるべき港、あるいは、国に

大きな利害をもたらす港ということで、二つの項目で指定されていると思うんです

ね。このままの形でいくと、近い将来的には、ある意味での港湾整備やとか、いろ

んな考え方を変えていかんことには、あとは三重県で、尾鷲市と津の四日市港です

か、二つの重要港湾があるわけなんですけれども、何かこのアクションプランを考

えていかんことには、恐らく近い将来、重要港湾を外されるノミネートをされるん

じゃないかなというような思いがあるんですけれども、そういったことで市当局と

したら、この重要港湾の指定の維持という部分に向けて、どのように考えておられ

ますか。 

○高柳建設課長  委員おっしゃるように、開港ではなくなったということではご

ざいます。開港、不開港ということと重要港湾とは直接リンクしないと伺っておる

んですけれども、いずれにしてもその取扱量というのがやや減少傾向ということか

ら、ちょっとそれで危惧される状況にはあったのかなと思います。ただ、今後、Ｓ

ＥＡモデルの跡地利用の関係ですとか、それ以外の既存の港の部分、その辺りも港、

臨海部の交流拠点として整備を進めていく必要があると考えております。 

 あと、県としても尾鷲港が重要であるという認識には変わりありませんので、今

後、県と市が協力をして、尾鷲港の港湾計画の変更も含めて、臨海部の活性化とい

うことに取り組んでいきたいというふうに考えております。 

○南委員  ぜひともそうしていただきたいんですけど、先般も地元の県議の一般
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質問の中で、県知事は尾鷲港の重要性というのは十分認識しておるということで、

これからも港湾の整備には県としても力を入れていきたいということで力強い答弁

をいただいておりますので、ぜひとも重要港湾から外されないようなアクションプ

ランを形成していただくよう要望いたします。 

○奥田委員  幾つかあるんですけれども、２３５ページのところの橋梁点検業務

委託料ですか、３,１００万。これ、財政のほうの財政見通しとの比較で言うと、

当初の見込みよりも１,３００万以上増えたということなんですけど、この原因は

何ですかね。 

○高柳建設課長  橋梁の修繕あるいはその点検ということにつきましては、長寿

命化計画を策定いたしまして、計画的に実施はしておるところでございますけれど

も、どうしても来年度、ＪＲの橋梁に手をかけていかなければならないという状況

にもなってきてございますので、その辺りはＪＲとの協議ですとか、あるいは、三

重県全体でも、ＪＲ橋ですとか、そういう実施の年次につきましては全体での調整

とかもされておりますので、その中で、やや来年度は事業費がかさんでいるという

ような状況になっております。 

○奥田委員  その意味では、ちょっと前倒しになったという感じなんですかね。

分かりました。 

 それで、２４１ページの都市計画マスタープランの見直し業務委託料ですけれど

も、見直し業務で１,３９０万要るのかなという感じがするんですけれども、いか

がですか。担当課でやらないですか、この財政難の中。 

○高柳建設課長  担当課で、いわゆる直営でということになろうかなと思います

けれども、先ほど係長のほうからもちょっと説明をさせていただきましたけれども、

まずは、その正確な現状の分析ですとか将来の動向を把握するための資料整理とい

うのが必要になってきてございます。また、都市計画マスタープランの見直しに先

立っては、県のほうが３か年かけて基礎調査というのもやっていただいております

ので、その辺りのデータも含めて、現状分析とか評価、統計数値の将来推計とかの

作業も出てまいりますので、その辺りの技術的な部分ですとか作業量的な観点とい

うことから考えて、直営でということは非常に難しいのかなというふうに考えてお

ります。 

 また、都市計画という性格上、市民の皆様が快適に暮らすという、いわゆる公共

の福祉というような部分に対しまして、建築制限ですとか土地利用の規制とかいう

個人の利益も相反するようなところの調整というところを、いかに都市計画制度と
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か法律的な部分で、そういう制度を駆使しながら調整していくというような、そう

いう専門的な知識も必要になってございますので、その辺りも、将来推計の作業で

すとか資料作成、それから、その分析作業、そしてまた、そういう専門的な知見な

んかも要するところもコンサルタントを活用していきたいと考えています。 

 ただ、そういう地域の特性ですとか課題の整理、それから、地域の市民の皆さん

との意見交換、そういう本市の将来像を描く部分をはじめとして主要な部分につき

ましては、我々職員が主体的にいろいろな意見を聞きながら実施していくという形

になりますので、そういう意味での作業とか、専門的な見地からのコンサルタント

の活用というのをしていきたいというふうに考えております。 

○奥田委員  僕は、確かに専門的な知識は要ると思うんですけれども、ただ、こ

れ、自分たちの町のことですから、データ分析といったって、データさえあれば分

析ぐらいできるでしょう。もうある程度これ、できているわけなので、土台はある

わけなんでしょう。見直し業務なので。だから、そういう意味で、全て専門家に任

せるんじゃなくて、できる範囲で、この財政難の中、自分たちの町のことですから、

やっぱり、前も申し上げましたけれども、若い職員、本当に優秀な職員、かなりい

ますから、その人たちの能力を使うということもあるし、自分たちの町は自分たち

の町でつくり上げていくというような意識を高めるためにも、モチベーションにも

なるじゃないですか。 

 だから、僕は、こういうのはもう極力、今の財政難、街灯一つつけられないのに、

何回も言うけれども、真っ暗な商店街、真っ暗な駅前なのに、こういうふうな予算

には１,３００万ぽんと載ってくる。これは非常に違和感が僕、あるんですよ。計

画を作ったからといってちゃんとやるかといったら、そうじゃないじゃないですか、

市長は。方針だ、ああだ、思いだと言って、また別なことをやり出すでしょう。何

のための計画なのかという感じがして、今の尾鷲市に計画なんか必要あるのかなと

思っているんですよ、今、本当に。今の加藤市政のやり方、加藤市長のやり方を見

ているとね。だから、本当にこういうのは無駄ですよ。今回、いろんな委託料があ

りますけれども、僕は反対です、これ。はっきり申し上げておきますけど、これは

修正してほしい、精査してほしいと思っていますし、思いませんか。課長は県から

来られて、いないと思いますけど、もうちょっと市役所職員に仕事をさせたほうが

ええと思いませんか。 

○高柳建設課長  委員おっしゃるように、我々の町を作っていくという意識でや

るのはもちろん十分私も認識しておりますし、先ほどのちょっと繰り返しになりま
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すけれども、将来像を描く部分ですとか、そういう地域の課題とか、我々が特に地

域と密着して、情報として周知している部分なんかも当然計画の中の中心的な作業

になってくると思いますので、そういう作業はやっぱり市の職員が主体的に進めて

いきたいというふうに考えております。 

○奥田委員  僕はどうかなと思うんですけど、時間の都合があるので。 

 １８６、１８７ページの下水道整備費のところなんですけど、逆にこういうのっ

て無理しないで大丈夫なんですかね。これ、前年度９２５万あって今年度２２５万

ですけど、これは大丈夫なんですか。またこれ、補正予算で上がってくるというこ

とはないですかね。 

○高柳建設課長  こちらの下水道整備事業につきまして７００万円減額という形

でございますけれども、こちらは今年度、令和元年度ですけれども、中川のほうの

下水路のしゅんせつ工事をさせてもらっております。堆積状況とかいろいろ調査し

た中で、今年度、その堆積、一定の治水効果というのが解消できましたので、こち

らについては来年度は不要になるかなということで、来年度は計上をしていないと

いう形で７００万減額という結果になっております。 

○奥田委員  下水道なんかは大分老朽化が激しいですし、整備費でこれだけで足

りるんかなという感じはするんですけど。 

 最後にもう一点だけお聞きしたいんですけど、２３９ページのところの尾鷲港運

営協議会会費というのは尾鷲港だけですか。例えば賀田湾とか、そういうものの濁

水対策とか何かあるじゃないですか、採石の関係の。ああいうのとは関係ないんで

すか。ないんですよね。賀田湾のやつは、予算計上というのはあるのかな。 

○高柳建設課長  この尾鷲港の運営協議会の会費というのは、尾鷲港を利用され

ておる利用者の方が中心となって、その運営とかを協議する組織でございます。賀

田湾については、今の現時点では、そういう協議会という組織がございませんので、

予算としては計上していないというのが実情でございます。 

○奥田委員  濁水協議会とかあるでしょう、たしか採石の関係のって。ああいう

のというのは予算はないんかな。というのは、まだ採石の関係で、賀田のほうは新

規じゃなくて更新ですか。更新が出たというようなことがありますけど、その辺は

大丈夫なんですかね。 

○高柳建設課長  賀田のほうでは、そういう協議会組織は今のところ予算計上は

しておりませんが、今の採石事業者の方と地元の方、それから、県の環境課さんの

ほうがやるような協議の場ですね。それについては、ちょっと予算のほうは建設課
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として計上してございません。 

 あと、採石事業の関係でありますけれども、認可権者が県ではございますので、

ちょっと我々、多く詳しい状況についてはなかなか把握できない部分もあるんです

けれども、平成２５年に認可された事業については更新されたというふうに伺って

おります。 

○奥田委員  更新されて、それは、僕、よく地区の方と話し合ってほしいと思っ

ているんですけど、その辺はどうなっているんですか。２月でしたっけ、その更新

がされたのというのは。県がやっているのかもしれませんけど。 

○高柳建設課長  県のほうから聞いておるところによりますと、２月の末に認可

をされたという形で、賀田区としても反対署名もあったように、事業自体について

反対ということには変わりないと思っていますけれども、区としても認可された以

上は、今の採石の事業のような形での地元の区と事業者とのそういう約束事のよう

なものを交わして、生活環境の保全という形で進めていきたいというふうにもちょ

っと思っておりますので、そういう確約書とか、今の採石事業の枠組みのような形

で調整はされておるというふうには聞いております。 

○野田委員  関連するんですけれども、２４１ページの都市計画マスタープラン

の１,３９０万なんですが、今年度、基礎調査、策定調査ということで１９４万３,

０００円の金額を計上して、課長もこの調査を昨年度じゃないわ、令和元年の１１

月頃までにその基礎調査を終了させたいみたいなことを言われとったと思うんです

けれども、それについては、もうある程度基礎調査はできているんですか。 

○高柳建設課長  基礎調査につきましては、今年度は尾鷲市内の土地の利用状況

の現況を把握するというような形での業務になりますけれども、それをデータ上に

落とすというような作業になります。１１月という形で当初、発注はさせていただ

いたんですけれども、その作業の状況等々によりまして、工期自体は少し延長させ

ていただいて、この２月の末に業務としてまとまったところでございます。 

○野田委員  都市マスタープランって、私もこの冊子をもらって中身を見る中に

おいて、１,３９０万、こういう中間見通しとして作成されるかというと、非常に

しょうもないというんですか、ざくっとした感じにしかちょっと見えない感じがし

て、ちょっと失礼なというか、専門知識のないところで話をすると、そんなことを

思う中で、今回、政策調整のほうが尾鷲港まちづくりビジョンということで３５０

万９,０００円か、そういう金額が計上されて、また、今回、この都市計画マスタ

ープランは、ＳＥＡモデルとか、その部分もかんでくる形の計画が作られると思う
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んですけれども、いろんな横串の関係というのは、全部でないですから、ベン図で

言うたら一部のところが共有されるような形になるんでしょうけれども、そこら辺

の情報の共有化みたいなことはなされているんですか。また別個と判断していいん

ですか。 

○高柳建設課長  情報の共有という意味では、これからの作業にはなりますので、

もちろんそれぞれ共通する部分については共有もさせていただきますし、その共通

する部分についてはお互いに情報を共有することで、その辺りのコストについても

当然削減できることかなと思います。来年、中心的に進めていく中で、政策調整課

さんのほうで進めてもうている港まちづくりビジョンの関係ですとか総合計画につ

いても、いろいろ打合せをしながら今現状も取り組んでおりますし、来年も、作業

になってくれば、その辺りは足並みをそろえてやっていきたいなというふうに考え

ております。 

○野田委員  三重県のほうも前年度やったかな、都市計画の三重県都市計画区域

マスタープランというのがネット上というかホームページにも出てきまして、ある

程度概略的なところがつくり上げられている中において、やはりもう少し横串の関

係で、総合計画もありますけれども、もっと削減が可能なのか。僕は今回、常に言

っているんですけれども、人材育成も含めて、やはり自分たちが、ちょっと奥田さ

んと共通するところがあるんですけれども、そこら辺が、自分たちの知識なり意識

なりを向上させると同時に、コストの部分は削減する。一挙両得という形の部分を

もっと強く僕はやるべきじゃないかという気がちょっとしていまして、最後ですけ

ど、その点いかがですかね。いろんな資料は取れますし、全部が全部せいとは言い

ませんけれども。 

○高柳建設課長  委員おっしゃるように、資料とか、そういうものについては、

県の基礎調査ですとか、我々が調べなくても入手できる資料については最大限活用

して、その辺りのコストは縮減するというような形ではやっていきたいと思ってお

ります。そういう前提で今、概略の指標を組んで、予算は計上させていただいてい

るという形で御理解いただければと思います。 

○楠委員  すみません、関連して、都市計画マスタープランの委託業務なんです

けど、業務概要、資料５ページのところを見ますと、幾つか箇条書きされているん

ですけど、内容によっては、ほとんど県の資料で間に合うような内容が結構あるん

ですよね。既に県のほうも、都計審なんかでもう既に東紀州圏域のマスタープラン

の素案みたいなものを出していて、特に変わったかなというところは、尾鷲駅前を、
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用途地域を定めて、商業地域にして拠点形成をしろというような考え方を示してい

るくらいで、あとはほとんど変わらない。広域連携にしても、高速道路を活用する

か、あとは、ここで国道があるとしたら４２５号線で、山の中に入っちゃいますけ

ど、広域連携ということを考えて、それとあと、基礎調査にしても、既に県が持っ

ているデータベースで上塗りすれば、ほとんど作業は、コンサルに任せなくても、

できたものの中で職員と一緒に議論できると、経費はこんなかからないんじゃない

かと思うんですが、いかがですかね。 

○高柳建設課長  確かにちょっと先行して三重県が都市計画区域のマスタープラ

ンということで策定しておりますけれども、県のマスタープラン、それから、市町

のマスタープランというのは、同じような計画、関連性は当然出てきますけれども、

県というのは、どちらかというと少し広範囲に俯瞰的な目で見て、全体的な都市計

画ということで検討される形になりますので、各市、各町のマスタープランという

のは、もう少し地元に密着したようなところまで踏み込んで作っていくのが各市町

のマスタープランかなということで私は認識しておりますので、その辺り、当然関

連する部分もございますし、それぞれ、県の方針にも整合を取りながら、うちの尾

鷲市として、マスタープランとして細部にわたって、より緻密な計画としてまとめ

ていく必要はあるというふうに考えております。 

○楠委員  確かにそれは別に間違いじゃなくて、県の定める区域マスタープラン

に即して資料を作ると。だけど、ある一定のところは、即すということは、県が示

したマスタープランに整合していく。個別の地域ごとの課題を整理した上でやると

なると、そんなに難しいことじゃなくて、もともとこの区域エリアそのものは、全

体、東紀州そのものは区域区分を定めていないですから、地域の課題を抽出するだ

けで、それから将来像を出せるというのはそんな難しい話じゃないと思うんですけ

ど、いかがですか。 

○高柳建設課長  都市計画区域のマスタープランあるいは圏域のマスタープラン

についても、委員十分御承知のことと思いますけれども、細かいところまではやら

ないというのが、その圏域マスタープランであったり区域マスタープランになって

こようかと思います。構成にいたしましても、我々のマスタープランというのは全

体構想もあり、各地域の地域別の構想という、そういう組立てについても、より

我々のマスタープランのほうが細部にわたってまとめていくような形になりますの

で、その辺りは、全体の県の計画と市町のマスタープランというのは、それぞれの

役割に応じて、また内容としては異なってこようかなというふうに考えております。 



－６１－ 

○楠委員  基本的に地域別のまちづくりというのは必要で、市の職員もあちらこ

ちらに住んでいますから、そういうところのふだんの業務の中で出てくる課題を職

員から吸い上げれば、そんなに難しい話じゃないと思うので、それを活用すれば、

１,３９０万が高いのか安いのかはちょっと別にしても、いわゆる簡易的に簡素化

した作業として、最後、積み上げが楽になるんじゃないかなと思うんです。そうす

ると、委託そのものもそんなに難しい話じゃないと。いわゆる積算上、結構排除で

きるものがあるんじゃないかなというふうに思うので、今後、それを検討してほし

いなと思います。 

○三鬼（和）委員  すみません、地籍のことなんですけど、本年度予算は、平成

２２年度から３０年まで３１１号線沿いの地籍調査をして、事業が終わった中では、

３１１号線の整備というか進捗なんかはほとんど議会に報告がないんです。これま

では、路線にしてでも、賀田地区が都市計画税を取っておったということもあるも

ので、逐次それもしておったんですけど、地籍調査そのものは市のほうに委託で任

されとったということがあるので、その辺の県との報告であるとか進捗については、

原課ではどうなんですか。チェックしていないんですか。 

○高柳建設課長  地籍調査の事業の目的の一つとして、県事業をより推進してい

くということもありますので、その辺りは、情報については当然いただいています

し、地籍調査の実施予定についても我々から提供して、来年度どういう形で進めて

いくというのはお互いに共有をさせてもらっております。 

○三鬼（和）委員  とにかく尾鷲地区でするので、３１１号線、県の事業であっ

ても我々議会に地区の方、関係なしに問いかけてきますし、既に買収とかも行った

りとかしているようですので、機会があれば議会とか委員会のほうに３１１号線の

地籍調査の結果とか、古江から深津呂というか、賀田のところの道がどうなったの

であるとか、３１１号線からどこまで計画的なもので進められとるとか、できれば

県で情報を得た上で示していただきたいと思います。 

○高柳建設課長  委員御指摘のありましたような、県事業として、今年はどこを

どういう形で計画するというような情報につきましても、ちょっと我々も把握でき

る範囲で十分把握させていただいて、また議会のほうにも、どういう形で御報告、

説明をさせていただくかというのはまた検討させていただきますけれども、その辺

りの情報提供についても、また検討させていただきたいと思います。 

○野田委員  都市計画マスタープランの１,３９０万というのは、１０年前の２０

１０年では、幾らぐらいの予算をかけてされているんですか。 
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○高柳建設課長  概算でございますが、１,９００万程度は当時かかっております。 

○奥田委員  でも、これ、高いですね。ちょっと今ホームページで見とったんで

すけど、平成２２年から作ってあるやつ。ページ数を見ても１１２ページですよ。

参考とか、あと、ばーっとありますけど。でも、これ、見直しする上で、僕はその

まま使えるものは使えると思うんですよ。データって、これ、データが変わるとこ

ろがあれば、そこは県からもらうものがあったらもらえばいいし、あと、地区別の

やつでも、本当に職員と地域の方と一緒になって考えたらいい話で、僕は本当に市

役所職員の方々、能力高い方ばっかりやし、自分たちでやったほうが身につくと思

いますけど、コンサルに１,３９０万も払ってやる必要があるんかな。僕は疑問で

すけどね。やれますよ、これ。思いませんか。内容を見ていても、そんなに難しい

ものないじゃないですか。 

○高柳建設課長  内容につきましては、その当時も議論を重ねて作成されたもの

でありますので、その中の見直しという形になりますので、この現状に位置づけら

れた取組ですとか施策というのは十分継続して今後もやっていかなあかんような内

容も当然含まれておると思いますけれども、この策定当時から１０年が経過して、

社会情勢ですとか都市計画に関する制度ですとか、そういう施策なんかも大きく変

わったりとか、例えば東日本の震災を受けての防災の観点とかというのもまた改め

て入れていかなければならない部分も出ておりますので、その辺りをやっぱり全体

的に一通りは検証する必要があると思っておりますので、御理解いただければと思

います。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、建設課に係る議案第１３号の

審査を終了いたします。 

 １０分間休憩します。 

（休憩 午後 ２時３６分） 

 

（再開 午後 ２時４４分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

 それでは、議案第２７号、尾鷲市道路線の認定についてと議案第２８号、尾鷲市

道路線の変更についての２件を一括して審議しますので、説明を求めます。 

○高柳建設課長  それでは、議案第２７号、尾鷲市道路線の認定について及び議
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案第２８号、尾鷲市道路線の変更についてを御説明いたします。 

 まず初めに、議案２７号につきましては、道路を市道認定するに当たっては、道

路法第８条第２項の規定に、路線を認定しようとする場合においては、あらかじめ

当該市町村の議会の議決を経なければならないとあることから、本定例会に議案と

して提出をさせていただくものでございます。 

 今回の市道認定をお諮りする路線につきましては、昭和６３年１０月に宅地開発

に伴い設置された道路で、同開発による周囲の道路が平成元年１２月２６日に市道

としての路線認定を受けておりますが、当該路線については市道が認定されていな

い状況が、本年度の道路台帳修正作業の整理の中で判明したところでございます。 

 そのような中で、当該路線の底地が公衆用道路として登記された尾鷲市有地であ

り、本市の道路認定基準にも適合していることから、道路法の網をかけた市道とし

て管理すべきものと判断し、今回、市道認定をいたしたいと考えております。 

 場所につきましては、左側の地図に示します赤い丸の箇所で、中川地内でござい

ます。 

 認定を行う路線名といたしましては上中川１２号線で、位置につきましては、真

ん中の航空写真に示す赤線の部分で、起点が中川１２４９―１３番地先、終点が中

川１２４９―１２番地先で、道路延長４１メートル、最大幅員８メートル、最小幅

員４メートルでございます。 

 次ページを御覧ください。 

 次に、議案２８号、尾鷲市道路線の変更でございますが、本議案は市道路線の変

更をするもので、道路法第１０条の規定により市道路線の変更をするため、議案第

２７号と同様、本定例会に提出をさせていただくものでございます。 

 場所につきましては、左側の地図に示します赤い丸の箇所で、北浦地内の北浦２

号線でございます。 

 今回変更を行う北浦２号線は北浦１５３７番１地先を起点に、北浦１５３６番９

地先を終点とする延長７２.７メートル、最大幅員３.８メートル、最小幅員１メー

トルの道路として市道認定をしておりましたが、今年度の道路台帳の修正作業の整

理の中で、本来、起点を北浦１５３７番の５地先とするところを北浦１５３７番１

地先としておりましたので、写真に示します黄色い部分でございますが、こちらの

延長１２メートルの空白部分が生じていたことが判明いたしまして、道路法上の市

道へ接続させて、一元として管理すべきものと判断し、今回、起点の変更をいたし

たいと考えております。 
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 説明については以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  議案第２７号、議案第２８号の説明が終わりました。何か

ありますか。 

○小川委員  市道に認定するとき、市道にしてもらうということの条件が合わな

いとかと却下されるときがあるじゃないですか。その認定する基準というのはどう

いうふうになっているんでしょうか。 

○高柳建設課長  尾鷲市の道路認定基準というのが、以前、議会のほうにもちょ

っと資料を提供させていただいたかと思いますが、一定の認定基準というのを設け

ております。その基準に基本的には照らして、認定を受けるべきものかどうかと。

その中には幅員ですとか規定もございますし、あと、一定の排水がきちっと整備で

きておるのかとか、ちょっとそういうものも判断基準にはなってこようかと思いま

すので、その辺りを参考にして判断を個別にやっておるところでございます。 

○小川委員  以前、幅員というか幅が足りないので断られたという話も聞いたこ

とがあるんですけど、これを見ると、最小幅員が１メートルというのがあるんです

けど、どういう幅とか決まっていないのかなと思いまして。 

○高柳建設課長  認定基準としましては、原則といたしまして幅員４メートル以

上というのを今、一定の基準で設けております。この最小幅員１メートルの道路と

いうことで、今回、認定の変更を行うものでございますが、認定当時のいきさつま

で調べたんですけれども、ちょっとそれはなかなか古い資料で分からないところも

ありましたので、この辺りは現状の底地の状況ですとか、その道路の今の利用状態

を考えて、起点を延ばすべきだというふうに判断して、今回１メートルという幅員

ではございますけれども、変更させていただきたいと。今回変更する部分について

は幅員１メートル以上の部分でございますので、特に今回変更することで、１メー

トルの部分をもらいにいくというような形ではございません。 

○楠委員  まず７ページのほうなんですけど、最大幅員が８メートルで最小が４

メートルになっているんですけど、隅切り部分を８メートルと言っているんですか。 

○高柳建設課長  そのとおりでございます。 

○楠委員  次に８ページなんですけど、この追加した黄色の部分なんですけど、

もともと赤い線の入っている部分と、これ、水路とか道路で切断されている道路な

んですかね。今、車が写っているところを見て、もう一個下に水路だか道路だかが

あるみたいなんですけど、黄色とつなぎのところの下に河川みたいなのがあります

よね。 
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○高柳建設課長  御説明のとおり、ちょうど黄色と赤の境界部分については、一

番左の写真をちょっと御覧いただくと見えておるように、橋がございます。その橋

までが基本的にもともとの認定路線でございまして、その先について延長して、今

の一番左の写真の電柱が写っている、ここの交差部まで接続させようというもので

ございます。 

○楠委員  水路の上って認定できるんですかね。既存の今、車が写っているとこ

ろから起点にして水路の際まで終点、赤い線は赤い線で独立するというやり方じゃ

ありませんでしたっけ。 

○高柳建設課長  水路自体は道路にはならないんですけれども、今回、既存の橋

梁がございまして、その橋梁の部分も含めて道路認定という形で、よく町なかでも、

橋梁の部分も含めての道路認定ということは特に問題ないかなというふうに考えて

おります。 

○奥田委員  ７ページのところなんですけど、僕もこの前、ちょっと見に行った

んですけど、かなり傷んでいる感じがするんですけど、これ、見る限り、ちょっと

直しているところもあるじゃないですか。これはどこが直したんですか。 

○高柳建設課長  こちらも、ちょっと修繕させていただくのを、市の修繕料で直

させていただいた部分もございます。といいますのは、この底地が尾鷲市の公衆道

路という形になってございますので、いわゆる通常の法定外公共物である赤道とか、

そういうふうな扱いにこれまではなっていたのかなというふうに考えておりますけ

れども、その辺りはやっぱり一連の道路法上の道路という形で、一連の道路として

管理することが適当ではないかなということで、今回、追加をして認定を受けたい

というふうに考えております。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  議案第２７号、議案第２８号の審査を終わります。 

 続きまして、報告事項、防犯カメラ設置について、よろしくお願いします。 

○高柳建設課長  それでは、その他報告事項といたしまして、防犯カメラの設置

事業について御報告をいたします。 

 昨日も委員会の中で、こちらのほうのお話も少し出たということで、繰り返しに

なりますけれども、御承知おきください。防犯カメラの設置につきましては、以前、

小川委員のほうからも御提案いただいた都市公園への防犯カメラの設置ということ

で進めておるということで、過去の行政常任委員会でも説明をさせていただいて、
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中村山公園と矢の浜公園へ昨年１０月に設置を行ったところでございます。 

 今般、防犯カメラの運営事業者の方が、防犯カメラの原資となります自販機の売

上げが非常に好調であるということから、その設置事業者の一般社団法人安全・安

心まちづくりＩＣＴ推進機構さんとも協議をした中で、１台増設に至ったというも

のでございます。 

 今回、防犯カメラを設置いたしましたのは、写真にお示ししております北浦児童

公園で、都市公園のうち、子供たちの利用状況ですとか周囲の人通りの状況等も勘

案して同公園を選定いたしまして、周辺自治会の方とも調整の上で、去る３月６日

に設置をさせていただいたところでございます。 

 当該事業による防犯カメラの設置につきましては、本市の財政負担がないことか

ら、今後もさらに防犯カメラの増設ができるよう、引き続き検討してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  この件について何か御質疑ありましたら御発言願います。

よろしい。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございますので、これで建設課の審査を終わり

ます。御苦労さんでした。 

 暫時休憩。 

（休憩 午後 ２時５４分） 

 

（再開 午後 ２時５７分） 

○三鬼（孝）委員長  委員会を再開します。 

 それでは、尾鷲総合病院に係る議案第１０号、尾鷲市病院事業の設置等に関する

条例の一部改正について、議案第２１号、令和元年度尾鷲市病院事業会計補正予算

（第３号）の議決について、議案第１６号、令和２年度尾鷲市病院事業会計予算の

議決について、それと、４番目に報告事項が２件ありますので、よろしくお願いし

ます。 

 それでは、議案第１０号の説明を求めます。 

○河合総合病院事務長  尾鷲総合病院でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、行政常任委員会進行表に基づき、御説明いたします。通知いたします。 

 議案書の５４ページを御覧ください。 
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 議案第１０号、尾鷲市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について御説明

いたします。 

 尾鷲市病院事業の設置等に関する条例第３条第２項に定める診療科目につきまし

て、神経内科を脳神経内科に名称変更し、呼吸器外科を削除する一部改正を行うも

のであります。 

 引き続き、病院総務課長から資料の説明をさせていただきます。 

○佐野総合病院総務課長  それでは、資料のほうで御説明をさせていただきます。 

 資料１のほうを御覧ください。通知します。よろしいでしょうか。 

 それでは、資料１、議案第１０号、尾鷲市病院事業の設置等に関する条例の一部

改正についてでございますが、今回の条例の改正につきましては、先ほど申しまし

たように２点ございます。まず１点目は、医療法において昭和５０年に神経内科の

標榜が認可されまして、当院におきましても神経内科の名称を使用しておりました

が、心療内科や精神科との混同、それと、脳卒中や認知症などの専門診療科である

ことがあまり知られていないという状況であることから、日本神経学会におきまし

て、標榜診療科目を神経内科から脳神経内科、こちらのほうに変更されたというこ

とでございます。当院におきましても、脳神経内科に名称を変更するということで

ございます。 

 ２点目のほうが、平成２９年度まで常勤医師の配置がございました呼吸器外科、

こちらにつきましては、平成３０年３月に医師が定年退職となって以来、医師不足

の状態となっております。今後も不在の状態が続くことが見込まれるということで、

診療科目から呼吸器外科のほうを削除するということでございます。これらのこと

から、資料の下のほうにある表のように、診療科目が変更となります。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  議案第１０号の説明が終わりました。御質疑ある方は御発

言願います。 

○楠委員  今、神経内科を脳神経内科に名称変更というのは、昭和５０年に標榜

されて、認可がされて、その間、尾鷲総合病院は名称を変えていなかったというこ

とでよろしいでしょうか。 

○佐野総合病院総務課長  昭和５０年に神経内科ということで標榜があって、そ

れで認可されて、私どものほうも神経内科のほうを標榜しとったんですが、この間、

先ほど言いましたようなことで混同等々があって、学会のほうも標榜診療科目を神

経内科と５０年の頃から言うとったんですが、これを脳神経内科のほうに変更され
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たということがありました。それに沿いまして、私どもの病院も今回、脳神経内科

のほうに名称を変更したいということでございます。 

○楠委員  ということは、その後、相当なタイムラグがあって、今回、名称変更

するということでよろしいですか。 

○河合総合病院事務長  脳神経内科に変更するということにつきましては、平成

３０年３月に脳神経学会が変更するという方針を出されましたので、それに基づい

て、ちょっと２年ばかりたっておるんですけれども、変更させていただくというこ

とであります。 

○南委員  診察科目新旧対照表で改正前１５科、改正後１４科ということになっ

ているんですけれども、現実に常勤医師でやっている科目は何科なのか。非常勤の

方でおられる耳鼻咽喉科なんかは１週間に２回と、もう一つ何かありましたよね。

お願いします。 

○河合総合病院事務長  非常勤で対応しているのは、改正後の上から行きますと

脳神経外科、あと、その脳神経内科も松阪市民のほうから応援いただいています。

あと、小児科、耳鼻咽喉科、精神科、放射線科というところが非常勤で対応してい

るという診療科になります。 

○南委員  常勤対応は何科になるの。 

○河合総合病院事務長  常勤のほうは内科、外科、整形、産婦人科、眼科、皮膚

科、泌尿器科になります。 

（「六つしかないの。分かりました」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、議案第１０号の審査を終わります。 

 続きまして、議案第２１号の内容を求めます。 

○河合総合病院事務長  それでは、議案第２１号、令和元年度尾鷲市病院事業会

計補正予算（第３号）の議決について、補正予算書及び予算説明書の内容について

御説明いたします。通知いたします。 

 １ページを御覧ください。 

 第１条、令和元年度尾鷲市病院事業会計の補正予算（第３号）は次に定めるとこ

ろによる。 

 第２条、令和元年度尾鷲市病院事業会計予算（以下予算という。）第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 
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 収入の部といたしまして、第１款病院事業収益既決予定額４３億３,３５３万２,

０００円から補正予定額１,１７３万円を減額し、合計４３億２,１８０万２,００

０円とするものでございます。 

 第１項医業収益既決予定額３８億４,０５２万８,０００円から補正予定額１,１

７３万円を減額し、合計３８億２,８７９万８,０００円とするものでございます。 

 支出の部として、第１款病院事業費用既決予定額４３億２,２３７万８,０００円

から補正予定額１,１１５万円を減額し、合計４３億１,１２２万８,０００円とす

るものでございます。 

 第１項医業費用既決予定額４１億２,８９５万４,０００円から補正予定額１,３

５７万７,０００円を減額し、合計４１億１,５３７万７,０００円とするものでご

ざいます。 

 第２項医業外費用既決予定額１億４,４６６万９,０００円から補正予定額２４２

万７,０００円を増額し、合計１億４,７０９万６,０００円とするものでございま

す。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中（資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額１億３,２２３万５,０００円は一時借入金で措置するものとする）を（資本的

収入額が資本的支出額に対し不足する額１億３,０４９万２,０００円は一時借入金

で措置するものとする）に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

 収入の部として、第１款資本的収入既決予定額３億１,９１９万円から補正予定

額３２９万９,０００円を増額し、合計３億２,２４８万９,０００円とするもので

ございます。 

 第１項企業債既決予定額１億２,７８０万円から補正予定額１５０万円を増額し、

合計１億２,９３０万円とするものでございます。 

 第３項投資返還金既決予定額１,０００円から補正予定額１７９万９,０００円を

増額し、合計１８０万円とするものでございます。 

 支出の部として、第１款資本的支出既決予定額４億５,１４２万５,０００円から

補正予定額１５５万６,０００円を増額し、合計４億５,２９８万１,０００円とす

るものでございます。 

 第１項建設改良費既決予定額１億３,３７５万８,０００円から補正予定額１５５

万６,０００円を増額し、合計１億３,５３１万４,０００円とするものでございま

す。 
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 次に、２ページを御覧ください。 

 第４条、予算第６条企業債を次のように改める。 

 医療機器整備事業の補正前の限度額９,８００万円を補正後の限度額１億１９０

万円に、附帯設備整備事業の補正前の限度額２,９８０万円を補正後の限度額２,７

４０万円とするものでございます。 

 第５条、予算第９条に定めた経費を次のように改める。 

 （１）職員給与費の既決予定額２３億４,１０９万１,０００円から補正予定額７

５０万２,０００円を減額し、合計２３億３,３５８万９,０００円とするものでご

ざいます。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 令和元年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の説明書でございます。 

 款項につきましては、先ほど御説明いたしましたので省略させていただきます。 

 （１）収益的収入及び支出のうち、収入の部、１項医業収益、３目健診収益４１

８万８,０００円の減額は、当初の見込みより健診者数の減による一般健診収益、

脳ドック収益、妊婦健診収益及び乳児健診収益の減によるものでございます。 

 ４目その他医業収益７５４万２,０００円の減額は、個室使用料の減による個室

使用料差額収益や、予防接種等の減による公衆衛生活動収益の減などによるもので

ございます。 

 次に、支出の部、１項医業費用、１目給与費７５０万２,０００円の減額は、支

払実績等に基づき精査した結果、報酬、給与、手当、法定福利費等が減額となるこ

となどによるものでございます。 

 ３目経費４９９万４,０００円の減額のうち、１３節賃借料２８８万２,０００円

の減額は、在宅酸素賃借料等の減によるものでございます。 

 ２１節使用料の１１１万２,０００円の減額は、医療機器使用料の減によるもの

でございます。 

 ２２節手数料１００万円の減額は、クレジットカード手数料の減によるものでご

ざいます。 

 ６目研究研修費１０８万１,０００円の減額は、研究研修旅費及び研究研修負担

金等の減によるものでございます。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 ２項医業外費用、３目雑損失、１節その他雑損失２３９万９,０００円の増額は、

修学資金貸与者２名が３月末で規定の年数を従事することにより、返還免除となる
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ことによるものでございます。 

 ４目雑支出、１節雑支出３２万８,０００円の増額及び５目消費税及び地方消費

税、１節消費税及び地方消費税３０万円の減額は、今回の補正に伴い、控除対象外

消費税並びに消費税及び地方消費税を再算定したことによるものでございます。 

 次に、（２）資本的収入及び支出のうち収入の部、１項企業債、１目企業債１５

０万円の増額は、医療機器の故障に伴い、更新による医療機器整備事業債の増によ

るものでございます。 

 ３項投資返還金、１目投資返還金、１節学資貸与金返還金１７９万９,０００円

の増額は、修学資金の貸与者から辞退届の提出があったことに伴う修学資金の返還

によるものでございます。 

 次に、支出の部、１項建設改良費、１目資産購入費、１節器械備品購入費３９３

万８,０００円の増額は、筋電図・誘発電位検査装置、これは神経系の疾患を検査

する機器でありますけれども、この検査装置が故障したことに伴う更新によるもの

でございます。 

 ２目工事費、１節工事請負費２３８万２,０００円の減額は、自動火災報知設備

更新工事の入札差金でございます。 

 次に、５ページを御覧ください。 

 令和元年度尾鷲市病院事業会計予定キャッシュフロー計算書でございます。 

 これは令和元年度１年間の現金の増減を表すものでございます。 

 次に、６ページを御覧ください。 

 下段の今年度末の資金残高は８６３万１,０００円となる見込みでございます。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 給与明細書でございます。 

 給与費及び法定福利費の合計は２３億４,１０９万１,０００円から７５０万２,

０００円減額し、２３億３,３５８万９,０００円とするものでございます。 

 次に、８ページを御覧ください。 

 令和元年度尾鷲市病院事業会計予定損益計算書でございます。 

 ９ページを御覧ください。 

 補正後の予定では、下から３段目の当年度純利益は８４３万９,０００円の黒字

となる見込みでございます。 

 １０ページからは尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表及び注記を記載しておりま

す。 
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 １１ページを御覧ください。 

 １１ページの中段４、流動市債（一時借入金）でございますが、令和元年度末の

残高は、第２号補正予算時から４,０００万円増額し、３億９,０００万円になる見

込みでございます。これは退職者の増加に伴う退職金の増加によるものでございま

す。 

 以上が令和元年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）及び予算説明書の説明

でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  議案第２１号の内容説明が終わりましたので、御質疑ある

方は御発言願います。 

○野田委員  補正ということでちょっとお聞きしたいんです。３ページの収益的

収入及び支出のところの収入の減額なんですけれども、健診収益とその他の医業収

益ということで４１０万と７５０万が挙がっているんですが、これは、この分の収

益って、要は、当初予算が実績よりも乖離した状態で計上したというところにそう

いう減額要因があるのか、そこら辺の減額要因はどのようになっているか、ちょっ

とお聞きしたいんですけれども。 

○松井総合病院総務課係長  今回、詳しく見直した結果、このように差が出たん

ですけれども、やはり産婦人科とか出産数が減っていること、それと、インフルエ

ンザのほうもあまりはやらなかったので、ワクチンのほうがあまりとかいうことと、

あと、入院患者さんも少し減っておりまして、室料差額のほうも減っているような

感じでして、当初予算は、乖離しているというわけではないんですけれども、この

ぐらいは見込めるなとは思っていましたけれども、やはり実際のところ、いろいろ

な現状を踏まえると減額せざるを得ない状況になったということになります。 

○野田委員  ３０年度決算が約３,３００万だと思うんですけれども、その分から

比較すると、当初予算が３,５００万というところの数字が挙がってくると、何か

実績に対する見込みが、このような計上、予算と予算の比較になりますので、その

ようになっているのかなという推測ができるんですけど、そういう感じでよろしい

んですかね。そういう感じでという言い方はおかしいですけれども、そういうよう

な予想ということで、当初の予算ですけれども。 

○河合総合病院事務長  当初予算につきましては、３０年度の１１月頃ですかね、

１０月実績ぐらいまでの実績に基づいて翌年度の当初予算を立てるんですけれども、

その他医業収益については、３０年度の１１月までの実績と前年度の１２月から３

月までの実績を足して、それぐらいの金額かなというところでちょっと予算計上を
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しておったんですけれども、やっぱり人口減少なり、そういう影響にあって減少し

たということでありますので、毎年、当年度の実績に基づいて、一応その他医業収

益も挙げておったんですけれども、それ以上に減ってしまったということでござい

ます。 

○野田委員  今、事務長がおっしゃったその他の医業収益のところも、これは、

こういう項目で見るのがちょっと初めてかなと僕自身思いましたので、個室使用料

の差額収益とか、こういう部分というのが、こういう形でも、減額要因というか減

収要因という部分はそういうことでよろしいですか。分かりました。まず１点、あ

りがとうございます。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○野田委員  ６ページのキャッシュフローのところなんですけれども、当初、３

億９,０００万で返済が３億６,１００万ということで、今現在、一時借入金は２,

９００万ということでよろしいんですか。３億９,０００万と言っとったもので。 

○河合総合病院事務長  ３月１８日現在の一時借入金の残高は４億７,２００万に

なっております。あと、また３月の給料等によって、今日か、３月１９日で１億４,

０００万借りていますので、今６億１,２００万という状況になっていますので、

今後、一応国保等の収益が入ってきますので、それに基づいて返済して、最終、３

億９,０００万に年度末になるというようなところを見込んでおるところでござい

ます。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

○濵中議長  すみません、今、ちょっと野田さんの質問に関連して確認しておき

たいなと思って、さっき一時借入金の増えた要因が退職者の増加というふうに言わ

れたんですけれども、最初に予算で予定していないということは急な退職者という

ことやと思うんですけれども、どういった職種の人が何人ぐらいおらんようになっ

たのかなということを１点と、あと、事務長が、収入減の要因に人口減というふう

に言われているんですけれども、もちろん全体の人口は減っているんですけれども、

総合病院の場合、入院している方の年齢構成を考えると、大体８割近くが６５歳以

上で、この１０年間で６５歳以上は逆に人口が増えているんですね。そういった単

純なことで考えると、果たして人口減だけが入院患者の減なのかなというのを思う

んですけれども、それ以外の要因って調査されたことはあるのかということ、その

２点を確認させてください。 

○山本総合病院総務課係長  退職者なんですけれども、当初は定年退職者２名だ
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ったんですけれども、それ以外に、年度内におきまして普通退職者が出ております。

医師等に関しましては大学の異動等になりますので、私どもでは把握できない部分

であるんですけれども、そういった経験年数というか、尾鷲総合病院の年数の短い

方がまず３名、４名いまして、看護師に関しましては約１４名程度、准看護師１名

というのが退職者。普通退職として年度の途中で出てきた人数になります。 

 以上です。 

○河合総合病院事務長  健診収益やその他医業収益の減ということでございます

けれども、改革プランのときに説明させていただいたとおり、入院収益でいけば、

ここ８年で平均２.８％ずつ減ってくると。外来収益についても１.７％減っている

という状況があるもので、そこの部分と、あと、診療体制上、今回でいくと、小児

科のほうが常勤医師から非常勤医師になったということで、乳児健診が減ったとい

うところもございますのはございますけれども、基本的には人口減と、あと、診療

体制が若干変更している部分で減しているというところであると考えております。 

○濵中議長  だから、その人口減ということが不思議かなと思うのは、主に入院

されている年齢層は人口が増えているんですよね。なので、その辺りの研究はされ

ましたかというふうに聞いているんですけれども、それも人口減としかないですか。 

○河合総合病院事務長  現状としてはそこまでしかちょっと分析はさせていただ

いておりませんので、今後、ちょっと分析も含めて検討させていただきたいと思っ

ております。 

○奥田委員  看護師が１４名辞めて、准看護師が１名ということは、両方合わせ

て１５名辞められたということで、補充はどのぐらいあったんですか。 

○河合総合病院事務長  本年度、採用したのは７名で、あと、来年に向けては、

２月末までは一応２名ということでしたけれども、３月上旬に新たにいろいろ知り

合い等にアプローチした中で３人採用のめどが立ちましたので、５名採用できる見

込みになっております。 

○奥田委員  それでもちょっと足りているのかなと感じますけど、でも、これだ

け辞められたということは、今いらっしゃる看護師さんとかにかなり負担がかかっ

ているということはないんですか。 

○河合総合病院事務長  現状は、当然減ったことによって夜勤回数が増えるとか

負担は増えてきてはおるんですけれども、一方で、体制的に、６階病棟の一部を休

床というか患者の受入れを一部停止して、夜勤体制を３人から２人にする。患者数

を少なくすることによって業務量を減らして、その夜勤の体制を３名から２人にす
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るという中で、全体必要数が少なくなる中で負担軽減を図るとか、その辺の手続と

いうか負担軽減策をやっています。また、透析センターのほうについても、臨床工

学士を５名透析センターのほうへ貼り付けて、看護師業務というか、看護師の減っ

た分を補充しているというようなこともやりながら運営をしているところですけれ

ども、実際は、看護師については非常に厳しい状況であるので、早急に確保したい

なとは考えておるんですけれども、なかなか難しいところがありまして、今、確保

が十分にできていない状況はあるということでございます。 

○奥田委員  相当無理をかけているんじゃないですか。これ、３名体制を２名体

制にするということは相当な、１人の看護師さんに対する負担って１.５倍になる

わけでしょう、単純に考えたら。これ、非常に大変じゃないですか。夜勤も増えて、

ＤＰＣということをやられるということですけれども、大丈夫なんですかね。こん

な状態で無理させといて、事務長はとにかく収益を上げようということで、机上の

空論になっているかどうか分かりませんけれども、現場のことをもうちょっときち

っと考えていかないと、それこそ顧客満足度が下がって、私は本当はＤＰＣをやる

だけでも顧客満足度はかなり下がると思うんですけど、それに輪をかけてこういう

ふうな無理をさせていたら、余計患者さんに向き合う余裕がないと、強く当たって

しまったりとか、やっぱり人間ってあるじゃないですか。 

 だから、やっぱりそういうことで、本当に、いっとき黒字にしましたと言って、

経常利益はマイナスですけれども、経常利益はプラスか。営業利益ベースかな、で

はマイナスですけれども、大丈夫なんかな。これ、僕、ＤＰＣだけでも非常に心配

しているんですけれども、こういう無理な状況の中で、４月以降を考えても、事務

長は県に帰られるからいいと思いますけど、大丈夫ですか、本当にこれ。 

○河合総合病院事務長  委員言われるとおり、非常に看護師の確保に苦慮してい

るところなんですけれども、一方で診療報酬上の基準というのがありますので、そ

れを遵守していかなあかんという部分があります。周りの東紀州のほかの状況につ

いても、看護師等がたくさん辞められて非常に苦慮していると。地域的な、さっき

の患者数の話ではないですけれども、職員の医療従事者の確保も非常に難しいとい

う状況がありますので、そこは今後も継続して看護師の確保を努め、病院の負担軽

減、また診療報酬上の基準をしっかり守って、病院をしっかり運営していかなあか

んかなというところは考えているところですけれども、ただ、本当に看護師確保と

いうのが、病院看護部長も含めて、院長も含めてしっかり認識はしているんですけ

れども、幾ら募集しても来てもらえないという現状がある中で、今後、病床の休床
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を増やすなり、そういう対策もしながら病院は守っていく必要があると考えておる

ところでございます。 

○奥田委員  これ、やっぱり看護師を確保しないといけないという状況の中で、

これだけの、准看護師も含めて１５名の方が辞めてしまうという、短期間でね。非

常に短期間でしょう。この１月ぐらいからですか。１２月。非常に短期間でどっと

辞められたと聞いているんですけど、何か原因は把握していますか。何なんですか

ね。待遇ですかね。人間関係ですかね。やっぱりいろんな、何か把握しています。 

○河合総合病院事務長  様々な理由があるんですけれども、結婚で市外へ転出と

いう方も３名ばかりいらっしゃったかなと思いますし、介護という方もいらっしゃ

いましたし、あと、若い方もちょっと辞められる方もいて、都会のほうへ住みたい

というような方も見えますし、あと、精神科病院のほうで経験したいというような

様々な理由の中で、看護部長も一生懸命引き止めはさせていただいておるんですけ

ど、なかなか個人の判断となりますので、そこまで難しいところもありまして、今

回、結果として、こういう数字の退職者が出たということでございます。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで議案第２１号の審査を終了します。 

 議案１６号の説明時間はどのぐらいかかります。どうします。 

（発言する者あり） 

○三鬼（孝）委員長  それは月曜日にやりますので、今日は病院はこれで終わり

ます。御苦労さんでした。 

（午後 ３時２７分 閉会） 

 


